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新年のごあいさつ
株　式　会　社　琉　球　銀　行

代表取締役頭取　金　城　棟　啓

　明けましておめでとうございます。旧年中は

私ども琉球銀行ならびにりゅうぎんグループ各

社に対しまして、格別のお引き立てご愛顧を賜

り厚く御礼申し上げます。

　昨年の沖縄経済を振り返りますと、600 億円

余り増額となった沖縄振興予算により公共工事

が増加、建設関連が好調を維持しました。また景

気回復を受けて国内観光客が堅調に推移、円安

や LCC 就航増などで外国人観光客が大きく増

加し、観光関連も好調に推移しました。さらに雇

用環境が改善したことから、消費も４月の消費

税増税の反動を乗り越え、県内経済は拡大を続

けました。

　本年の県内景気についても、人手不足や過度

の円安進行等懸念はあるものの、引き続き拡大

することが期待されています。那覇空港拡張工

事など公共工事が引き続き高水準で推移するこ

とに加え、民間工事も増勢を続けるものとみら

れ、建設業全体として好調を維持するものと見

込まれます。観光も円安の定着による外国人観

光客の増大が続くと見込まれ、その結果、賃金増

加を伴う雇用環境の改善に繋がり、消費全般も

好調さを維持するものと予想しております。加

えて、免税品拡大を背景とする外国人観光客の

旺盛な消費行動にも期待が持て、県内景気にい

い影響を及ぼすものとみられます。

　この様に県経済の基調が強い事にも支えら

れ、昨年、当行の業績も堅調に推移しました。先

の中間決算においては、実質業務純益が 3 期連

続のプラスとなり、連結中間純利益は 34 億円

と過去 2 番目の高水準となりました。また、グ

ループ経営の強化にも取り組み、これまで以上

にグループ各社の特徴を最大限に活用した、金

融サービスの提供に取組む体制も整いました。

今後、グループ間における顧客情報の共有等、

りゅうぎんグループとしての総合力の発揮やシ

ナジー効果により生み出された成果を、広くお

客様、県民の皆様へ提供させて頂く所存です。

　りゅうぎん総合研究所においても、「りゅうぎ

ん調査」の発行や各種レポートの発表、フォーラ

ムでの基調報告等を通じて日頃の調査研究の成

果を皆様方へお届けしている所ですが、これか

らも地元沖縄のシンクタンクとして地域に根ざ

したテーマに取り組み、県経済の発展に資する

調査、研究を続け、県民の皆様が真に求める情報

を積極的に発信して参ります。

　新年を迎えるにあたり、りゅうぎんグループ

に対する変わらぬご支援、ご愛顧を賜りますよ

うお願い申し上げますとともに、皆様方の今後

益々のご多幸とご繁栄を心より祈念申し上げ、

新年のご挨拶と致します。
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設立からこれまでの歩みをお聞かせください。

　1958 年に当会会長の田頭政佐が那覇市久米

に精神科・神経科「たがみ医院」を開業したの

が始まりです。当初は入院設備を備えていませ

んでした。しばらくして 20名ほどの入院設備

を設けましたが、より大きな施設と作業療法な

どのための広い敷地を必要としたため、1962

年に那覇市首里石嶺町に約３千坪の土地を取

得。そこに石嶺分院を開設しました。

　同年 12月には取得地に新病棟を建設。しば

らく久米と石嶺の両方の施設を使用していまし

たが、1965 年にすべての施設を石嶺に統合し

ました。

　創業者の田頭政佐は、本土の先進的な病院で

学び、その経験をもとに当時、全国でもまだ一

般的でなかった「開放処遇」を早くから導入し

ていました。それは患者さまの人権を尊重し、

社会とのつながりを持って病気の改善を図るこ

とを目的としています。田頭政佐はほかにもさ

まざまな改革を進めましたが、その実践は、当

地
域
密
着
の

全
人
医
療
を
目
指
し
て

特定医療法人　葦の会
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一 理事長
特定医療法人葦の会は、「オリブ山病院」を中核に那覇市首里石嶺町に医療福祉施設のネットワーク
を持つキリスト教主義の医療福祉機関である。1983年に県内で初めてのホスピスケア（緩和ケア）
を開始。2008年には精神疾患と身体疾患の両方を持つ患者さまのために合併症治療病棟を設置、
医療環境の改善に大きく貢献した。現在、地域の在宅医療支援にも積極的に取り組んでいる。田頭理
事長に設立経緯、経営方針、ビジョンなどをお聞きした。

インタビューとレポート　照屋　正



第 96回　特定医療法人　葦の会

3

時の精神科医療界における時代の先がけだった

といえるのではないかと思います。

　1965 年、田頭政佐がキリスト教の洗礼を受

け、同時に当病院は本格的にキリスト教病院と

して歩み始めました。もちろん患者さまの受け

入れは、キリスト教信者に限るものではありま

せん。すべての人に対して私たちが、キリスト

教の精神を持って奉仕するということです。

　1976 年６月、「医療法人葦の会」の認可を

受け、法人へ移行。1983 年２月に「たがみ病

院」から「オリブ山病院」へ改称しました。同

年３月に県内で初めてのホスピスケアを始めま

す。老人保健施設「オリブ園」を開設したのは、

1990 年３月です。

　私はキリスト教の神学を専門に学ぶために県

外の大学の神学部を卒業後、牧師の資格を取得

しました。さらに米国カルフォルニア州、イン

ディアナ州、英国の大学院に留学。教育学と心

理学の博士号を取得し、米国やインドネシアで

牧師や教師としての経験を積み、約 11年間の

海外生活を経て 1997 年に沖縄に帰ってきまし

た。

　すぐに読谷バプテスト教会の牧師となり、沖

縄クリスチャンスクールインターナショナルの

理事を務めながら、2000 年にオリブ山病院の

非常勤のチャプレン（病院付牧師）に就きまし

た。その後、当会に移り、事務局長、法人本部

長などを務め、2013 年 12 月に田頭政佐から

理事長を引き継ぎました。

「葦の会」と「オリブ山病院」の命名の由来を

お聞かせください。

　葦という草は、すぐに折れてしまうような弱

い草です。私たちは傷ついた葦を折ることなく、

弱い人々に対して全員が奉仕の心で尽くす、そ

うした思いを込めて「葦の会」と名付けました。

　「オリブ山」とは、イエス・キリストが

2000 年前に昇天し、やがて再び来られると約

束された地です。そこはエルサレムの美しい街

が見渡せる丘。当病院の建つ石嶺の丘からは那

覇の街が見渡せ、想いが重なります。「オリブ

山病院」は、こうしたイエス・キリストの象徴

の地を由来に名付けました。

開業当時の「たがみ医院」前（那覇市久米）

1970 年２月に「たがみ病院」に改称した那覇市首里石嶺町に設立した田頭医院へ向かう坂道

1962 年に新病棟を建設した（那覇市首里石嶺町）
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葦の会は、「オリブ山病院」を中核に多くの医

療福祉事業を運営し、ネットワークを築いてい

ます。その概要を教えてください。

　事業は、大きく３つの局と１つの診療所で構

成されます。

１. 病院局　　　　「オリブ山病院」など

２. 老健局　　　　「オリブ園」など

３. 地域支援局　　「通所介護つばさ」など

（2015 年からは地域支援局の下に、老健部

および地域支援部という再編がなされます。）

４. 診療所　　　　精神科・心療内科

　ほかに、本部組織として、法人本部、事務局

総務部、事務局財務部を設置しています。以下、

概要を紹介します。

病院局

　精神科、内科、心療内科、脳神経外科、リハ

ビリテーション科を診療科目とする「オリブ山

病院」を事業主体とし、職員数は 510 名を数

えます。2014 年５月に新しい本館が完成。増

加する「うつ」、「ストレス」、「認知症」への対

応を強化しました。総病床数は 343 床です。

　病院の１階は、総合案内窓口とギャラリーを

設け、２階に外来受付を設置しました。

　３階は、精神科急性期治療病棟です。統合失

調症やうつなどの急性症状を持つ患者さまの保

護と治療を行います。また、同フロアには６床

の完全個室「ストレスケア病床」を設けました。

職場や家庭でのストレスで一時的に体調を崩さ

れた皆さまに、日常生活を離れて静養する場を

提供し、回復をサポートしています。

　４階は、認知症治療病棟です。数日から数週

間の受け入れで症状の改善・軽減に向けた治療

を行い、在宅復帰を目指します。

　５階は、礼拝堂です。礼拝、賛美、祈り会、

講演会、勉強会など幅広い目的に活用できるよ

うに設計しました。同フロアには「伝道連携室」

を設置しています。霊的領域の教育、指導、ケ

アを担う主幹部署で、職員への啓蒙だけでなく、

療養中の皆さま、家族の皆さまへの奉仕にも努

めています。

　病院局にはほかに、入院以外の皆さまへの総

合的な支援を行う「精神科地域支援部」を設置

しています。精神科デイケア、精神科訪問看護

の実施のほかグループホーム、共同生活援助事

業を運営しています。

現在の「オリブ山病院」
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老健局

　老健局は、介護老人保健施設と小規模多機能

型居宅介護施設を運営。職員数は両施設で 89

名です。

「介護老人保健施設　オリブ園」

　1990 年にオリブ山病院に隣接して開設しま

した。介護度の高い入所の皆さまが多いのです

が、病院を併設する老健施設なので安心して過

ごすことができます。

「小規模多機能ホーム　はれる家」

　デイサービス（通所介護）やデイケア（通所リ

ハビリ）を利用しながら、必要に応じてショート

ステイや訪問介護を受けることができるメニュー

を提供しています。2011年に開設しました。

地域支援局

　地域支援局は、訪問看護ステーションやヘル

パーステーションなど多くの事業体を運営してい

ます。全体の職員数は149名。次は主な施設です。

「小規模多機能型居宅介護施設　ノア」

　デイサービス、デイケア、ショートステイを

１カ所で提供する家族的雰囲気を大事にした施

設です。

「通所介護　つばさ」

　半日型のパワーリハビリに特化したデイサー

ビスです。筋力トレーニングによる自力歩行な

どを支援します。

「通所介護　ひまわり」

　要介護の方に来所していただき、食事や入浴

などの介護や機能訓練などのサービスを提供

し、在宅介護を支援します。

「生活介護　きらきら」

　身体障がいを持つ 18歳以上の方に対して食

事や入浴などの介護を提供するほか、室内・野

外活動を通じて生活リズムの改善や身体機能の

維持向上を図ります。家族の介護負担の軽減を

図るためにショートステイや日中の一時ステイ

を受け入れています。

「児童デイサービス　ホサナ」

　児童デイサービスの設置の要望を受けて、

2010 年８月に開設しました。身体障がいを持

つお子さま（０～ 18歳まで）の日常生活に必

要な社会性や自立の習得を手助けしています。

肢体不自由の患者さまをケアする精神科介護病棟

社会復帰を目指して訓練を行う精神療養棟

小規模多機能型居宅介護施設　ノア

通所介護　つばさ
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診療所（精神科・心療内科）

　精神科・心療内科の診療所「エステルクリニッ

ク」は 2008 年 11 月に開設、職員は 6名です。

　外来通院ができない患者さまには、往診・訪

問診療、訪問看護を行っており、2011 年から

は在宅療養診療所として年中無休、24 時間対

応を提供しています。

葦の会が実践する「全人医療」について教えて

ください。

　「全人医療」とは、わかりやすく言えば、人

間を身体的、精神的、社会的、また霊的な生き

ものととらえ、その全体に対する総合的なケア

を私たちは「全人医療」と呼んでいます。さら

に、霊的なケアの領域こそがもっとも大事だと

私たちは考えます。

　キリスト教関係の施設では、全人医療の定義を

「体と心と魂が一体である人間（全人）に、キリ

ストの愛をもって仕える医療」としています。

　上図は、キリスト教にもとづく「全人医療」の

概念図です。身体的なケアとは、治療や投薬など

の処置です。精神的なケアとは、心の安定を目指

すもので、本人だけでなく家族に対する癒しも含

みます。社会的なケアとは、仕事上の問題や経済

的な問題、家族の問題などへの対応です。

　霊的なケアとはスピリチュアルケアとも呼ば

れ、死の恐怖を和らげ、人生の意味と天国の存

在を伝える働きかけをいいます。

　人は死を意識したとき、「生まれてきた理由」、

「生きる目的」、「死後」といった霊的な問題に

直面します。その解決の一つとしてキリスト教

のメッセージが存在するのです。霊的ケアは、

チャプレン（牧師・伝道師・伝道師助手）が中

心になって担います。

精神科・心療内科診療所「エステルクリニック」 ゆったりとした「エステルクリニック」のフロア

通所介護　ひまわり 生活介護　きらきら
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「オリブ山病院」の特色をお聞かせください。

　第１は、県内で初めてホスピスケア（緩和ケ

ア）を導入したことです。1983 年３月、全国

でもかなり早い導入でした。

　ホスピスケアとは、もともとキリスト教の心、

霊、魂のケアを行う全人医療を起源としていま

す。私たちは、死を目の前にした方々の「死の

問題の解決」には、キリスト教が応え得ると考

えています。ですから、ホスピスの導入は、キ

リスト教病院の使命であるという認識で、いち

はやく決めました。

　ホスピスケアは、患者さまと家族の皆さまの

生活の質と人生の質の改善を目的としていま

す。現在、21 床を備え、医師、チャプレンを

はじめ多くの専門職とボランティアチームに

よってケアを提供しています。

　第２の特色は、精神疾患と身体疾患の両方を

かかえる患者さまのための合併症治療病棟を設

置していることです。身体疾患には、糖尿病、

心疾患、脳血管疾患などがあります。こうした

合併症をかかえる患者さまは増加傾向にあり、

両方の治療が受けられる環境整備が急がれてい

ました。合併症治療精神科病棟には現在、主治

医精神科医師６名、コンサルタント内科医師５

名を配しています。

　第３の特色は、パーキソン病や筋萎縮性硬化

症など、神経難病をみる専門病棟（特殊疾患病

棟）を設置していることです。現在56床を備え、

患者さま一人ひとりが自分らしく過ごせるよう

に、きめの細かいケアを提供しています。

経営理念についてお聞かせください。

葦の会の基本理念

　「私たちはキリスト教精神にもとづき、病め

る者の肉体的、精神的、社会的、さらに霊的な

いやしを含めた全人医療の実践をとおして、主

の栄光のために奉仕する。」

　「わたしの兄弟であるこれらの最も小さい者

のひとりにしたのは、すなわち、わたしにした

のである。（マタイによる福音書 25章 40 節）」

　キリスト教は「自分にしてもらいたいことは、

他の人にもそのようにしなさい」と教えていま

す。すべての職員がこの教えを基本に患者さま

に接し、前述した「全人医療」を実践する、こ

伝道連携室のチャプレン（牧師・伝道師・伝道師助手）と職員

合併症を持つ方々の治療を行う
合併症治療精神科病棟

特殊疾患病棟のナースステーション
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れが私たちの基本理念です。

　また、私たちは医療の行為者として「根拠に

基づく医療」の考え方を重視しています。これ

は患者さまに対する診療の方針や問題点の解決

を、現時点での支配的な理論や医師の経験だけ

でなく、科学的かつ統計的な調査・研究データ

などの根拠をもとに判断し、対処するという考

え方です。そのうえで一人ひとりの患者さまに

もっとも適したやり方を採用することを目標と

しています。

人材育成について教えてください。

　当会には、医師、看護師や医療技術者、理学

療法士、言語聴覚士、作業療法士、介護福祉

士、事務職など多様な職種の皆さんが勤めてい

ます。ですから採用時の集合研修を終えると、

職種ごとに育成研修を行い、キャリアアップを

図っています。

　自己研鑚の姿勢を大事にしています。職員の

皆さんには、自分の職種に関連する公的な資格

の取得を奨励しており、例えば、看護学生２年

生や准看護師から看護師になる資格取得には、

奨学金制度を活用して支援しています。

　キリスト教にもとづく当会の理念と方針は、

全職員にしっかりと伝え、学んでもらいます。

そのために定期的に集会を開催し、チャプレン

（病院付牧師）が中心となって教育、指導を行っ

ています。

社会貢献についてはいかがでしょうか。

　子どもたちへの健康教育の一環として、地域

の小・中学校に講師を派遣し、衛生管理や喫煙

の害、違法薬物の害などをテーマに講演会を

行っています。

　また、那覇市から委託を受けている「那覇市地

域包括支援センター石嶺」では、一人暮らしの高

齢の皆さまを対象にした訪問相談、支え合いマッ

プの作成や啓蒙活動に取り組んでいるほか、月

に１回、介護予防教室「石嶺がんじゅー教室」

を開催し、地域とのつながりを深めています。

　海外の病院への支援も行っています。ロシア

（シベリア）では、現地の医師の訓練を実施す

るとともにオリブ山クリニックを開設援助、現

在も支援しています。また、中国南部（広西省

チワン族自治区）の提携病院に対して精神科の

開設を支援しています。

「那覇市地域包括支援センター石嶺」に集まる地域の方々

経営理念の共有が組織運営の
ベースとなる

キリスト教にもとづく
基本理念を学ぶ
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これからの事業展開についてお聞かせください。

　国の医療制度は、これからますます在宅医療

の方向へ進んでいく見通しです。当会はこうし

た時代の流れを踏まえ、在宅医療支援のいっそ

うの充実を図り、地域のニーズと期待に応える

ように一歩一歩前進していきたいと考えていま

す。

　近く、石嶺町内に新たに地域在宅医療支援セ

ンターを開設します。言うまでもなく在宅医療

および介護は、家族の皆さまにとって大変な負

担です。それを私たちが総合的なケアで支えま

す。訪問看護、訪問介護などの医療福祉事業の

ネットワークを、さらに有機的に活かして地域

の皆さまのニーズに応えます。

　医療界は今、グローバルな視点で事業を進め

る時代に入っていると思います。当法人も次の

取り組みを通じて、海外とのつながりを深めて

いきます。

　一つは、欧米の先進的な医療を学んでもらう

ために、職員を積極的に海外研修に派遣します。

そのために、米国オレゴンの病院や施設と連携

し、研修プログラム実施を予定しています。

　二つは、外国人の来院や入院が増えつつある

ことを受け、その対応の一つとして海外の看護

師を受け入れていきます。外国人の利用が増え

ているのは、沖縄県が国際結婚の多い県である

ことと海外からの研修を受け入れているのが理

由と思われます。

　三つは、中国広西省チワン族自治区貴港市人

民病院の精神科開設に対する協力支援です。中

国政府は現在、精神科医療の向上を国家プロ

ジェクトと位置付けて推進しています。当会は

2011 年６月に同病院と協力協定を結び、さっ

そく中国の医師団の視察を受け入れました。

　さらに、日本、韓国、台湾のキリスト教病院

の間では、約 20 年前から定期的に共同会合を

開いてきました。2014 年 11 月は、私たちが

ホスト役となって「第 19 回アジアキリスト教

病院協会総会」を沖縄で開催し、各国から総計

100 名以上の皆さまに参加していただきまし

た。近年は３カ国以外のアジアの国も参加し、

さらに大きな国際会議となっています。回を重

ねるごとに相互の連携が広がり、私たちの果た

す役割も大きくなってきました。こうした活動

を通じて視野を広げ、医療環境の向上に引き続

き努力していきたいと思います。

沖縄開催の「第 19回アジアキリスト教病院協会総会」

中国貴港市人民病院との姉妹提携（田頭政佐会長と
田頭真一理事長）

会社概要
商　　 　号：

所　　 　在：
連 絡 先：
設　　　 立：
役　　　 員：

職　　　 員：
事 業 内 容：

グ ル ー プ：

特定医療法人葦の会
「オリブ山病院」ほか
沖縄県那覇市首里石嶺 4-356
098-886-2311
1958 年（昭和 33 年）7月
会長　　　田頭　政佐
理事長　　田頭　真一
常務理事　宮城　航一
750 名
精神科・内科・心療内科・脳神経外科・
リハビリテーション科・ホスピスケア・
訪問看護・デイケア事業ほか
介護老人保健施設「オリブ園」
小規模多機能ホーム「はれる家」　
オリブ山　訪問看護ステーション
ヘルパーステーション　オリブ山
オリブ山　居宅介護支援事業所
小規模多機能型居宅介護施設「ノア」
グループホーム「かなん」
通所介護「つばさ」
通所介護「ひまわり」
生活介護「きらきら」
児童デイサービス「ホサナ」
那覇市地域包括支援センター石嶺
精神科・心療内科診療所「エステルク
リニック」



起業家訪問

起
業
家
訪
問

有
限
会
社
水す

い

実み

Vol.

84
すいみのこだわり セールス・アピール
沖縄の海人や漁協の皆様と協
力し、一体となって、美ら海
の恵みを全国の食卓へお届け
します。大切な食材は、あ
ますことなく使い、自然に
も、人にもやさしい商品開発
をめざします。すばらしい沖
縄の美ら海と、貴重な水産
資源を後世に伝えていくため
に、社員一丸で取り組みます。

グランプリ賞を２回連続受賞
　せーいかソーセージは、2012年 11月の「第Ⅰ回沖縄県
フィッシュ・ワン・グランプリ」でナンバーワンとなるグラ
ンプリ賞をいただきました。県が主催するこの大会は、県産
水産物を利用して作る優れた加工製品を表彰するものです。
　2014年 2月の第２回大会では、せーいかちきあげがグラ
ンプリを受賞。２回連続の受賞となり、話題を集めました。

兼
かねしま

島  盛
もり

雄
お

　社長

起
業
へ
の
道
の
り

　
勤
務
し
て
い
た
食
品
加
工
会
社
が
１
９
９
６
年
に

事
業
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
従
業
員
だ
っ

た
仲
間
５
名
と
立
ち
上
げ
た
の
が
当
社
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。
法
人
化
し
た
の
は
、１
９
９
８
年
11
月
で
す
。

　
当
初
は
、
そ
の
解
散
し
た
会
社
の
工
場
の
一
角
を

借
り
て
水
産
加
工
品
を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

主
力
商
品
は
、
刺
身
に
使
わ
れ
る
せ
ー
い
か
の
真
空

パ
ッ
ク
、
中
華
い
か
、
も
ず
く
の
佃
煮
な
ど
で
す
。

中
華
い
か
は
当
時
、
県
内
シ
ェ
ア
の
90
％
以
上
を
占

め
る
ほ
ど
で
し
た
。
工
場
を
現
在
の
南
城
市
佐
敷
に

建
て
、
移
転
し
た
の
は
１
９
９
９
年
で
し
た
。

　
当
社
の
特
徴
は
、
食
材
の
ほ
と
ん
ど
に
県
産
品
を

使
用
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
大
手
の
食
品
加
工
会
社

と
競
争
す
る
に
は
、
徹
底
し
て
県
産
品
に
こ
だ
わ
る

こ
と
が
重
要
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
社
名
の
「
水
実
」
は
、童
話
の
名
作
「
ス
イ
ミ
ー
」

か
ら
と
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
魚
で
も
仲
間
が
集
ま

れ
ば
大
き
な
魚
に
負
け
な
い
存
在
に
な
れ
る
。
そ
の

リ
ー
ダ
ー
が
ス
イ
ミ
ー
。
当
社
の
イ
メ
ー
ジ
に
重
な

り
ま
す
。

主
要
商
品
と
販
売

せ
ー
い
か
（
沖
縄
産
ソ
デ
イ
カ
）
の
真
空
パ
ッ
ク

　
県
内
全
域
の
漁
協
か
ら
、
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な

せ
ー
い
か
を
仕
入
れ
て
い
ま
す
。
工
場
に
運
び
込
ま

れ
る
と
、
厳
し
い
衛
生
管
理
の
も
と
で
洗
浄
、
皮
む

き
を
行
い
、
成
形
後
、
短
冊
タ
イ
プ
と
ロ
ー
ル
タ
イ

沖
縄
の
海
人
（
う
み
ん
ち
ゅ
）
や
漁
協
の
皆
様
と

協
力
し
、
県
産
食
材
を
使
っ
た
「
安
全
・
安
心
・

お
い
し
い
」
食
品
を
開
発
し
提
供
す
る
。

「沖縄県フィッシュ・ワン・グランプリ」で優勝
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事業概要

会社名　有限会社　水実（すいみ）
代表者　兼島　盛雄
事業内容　水産・畜産・農産物の食品加工
　　　　および販売
ＴＥＬ　098-947-3823
所在地　沖縄県南城市佐敷字伊原 298番地
創　業　1996年 6月
社　員　30名（パート含む）

プ
に
分
け
て
真
空
パ
ッ
ク
を
施
し
ま
す
。
用
途
は
、

寿
司
ネ
タ
や
刺
身
な
ど
の
生
食
用
が
主
体
と
な
り
ま

す
。

せ
ー
い
か
ソ
ー
セ
ー
ジ

　
生
食
用
に
カ
ッ
ト
し
た
あ
と
に
残
る
切
れ
端
や
皮

な
ど
を
活
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
食
品
を
開

発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
が
「
せ
ー
い
か
ソ
ー

セ
ー
ジ
」
で
す
。
開
発
ま
で
に
３
年
か
か
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
だ
け
に
品
質
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。

２
０
１
２
年
３
月
に
発
売
、
予
想
を
上
回
る
ヒ
ッ
ト

商
品
に
な
り
ま
し
た
。

　
原
料
の
75
％
は
せ
ー
い
か
で
す
。
他
の
肉
類
は

使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
着
色
料
、
発
色
料
、
保
存
料
も

一
切
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
商
品
の
赤
い
色
は
せ
ー

い
か
本
来
の
色
で
す
。脂
質
が
少
な
く
、低
カ
ロ
リ
ー

な
の
に
加
え
、「
い
か
」
が
含
む
タ
ウ
リ
ン
が
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
上
昇
を
抑
え
て
高
血
圧
を
改
善
す

る
働
き
を
持
つ
と
い
わ
れ
ま
す
。
ヘ
ル
シ
ー
食
品
と

し
て
も
皆
様
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

せ
ー
い
か
ち
き
あ
げ

　
ふ
わ
ふ
わ
と
し
た
食
感
と
エ
ビ
の
よ
う
な
う
ま
み

が
特
徴
で
す
。
せ
ー
い
か
ソ
ー
セ
ー
ジ
に
続
く
ヒ
ッ

ト
商
品
と
な
り
ま
し
た
。
チ
リ
ソ
ー
ス
で
あ
え
て
エ

ビ
チ
リ
風
に
、
お
で
ん
の
具
材
に
、
そ
の
ま
ま
で
お

つ
ま
み
に
と
、
い
ろ
い
ろ
使
え
る
の
も
人
気
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

せ
ー
い
か
キ
ム
チ

　
生
の
せ
ー
い
か
を
ス
ラ
イ
ス
に
し
て
激
辛
キ
ム
チ

で
あ
え
ま
し
た
。
い
か
キ
ム
チ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
競

争
が
激
し
く
当
初
は
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
辛
さ
を
求

め
る
ニ
ッ
チ
な
消
費
層
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
の

が
成
功
し
、
今
で
は
安
定
し
た
売
り
上
げ
を
み
せ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
県
産
な
ら
で
は
の
食
材
に
こ
だ

わ
っ
た
加
工
食
品
を
数
多
く
開
発
し
販
売
し
て
い
ま

す
。

　
売
り
上
げ
の
９
割
近
く
は
県
外
出
荷
が
占
め
、
卸

売
会
社
を
通
じ
て
ス
ー
パ
ー
に
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
県
内
向
け
は
、
ス
ー
パ
ー
へ
の
直
売
り
と
卸
売

会
社
へ
の
出
荷
の
２
経
路
に
な
り
ま
す
。
ま
た
業
務

用
と
し
て
ホ
テ
ル
へ
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　
県
産
食
材
に
こ
だ
わ
り
、
当
社
な
ら
で
は
の
商
品

開
発
に
引
き
続
き
注
力
し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
伸

び
を
続
け
る
ネ
ッ
ト
販
売
向
け
や
土
産
物
品
向
け
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
消
費
者
の
期
待
を
超
え
る
商

品
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
も
大
事
で
す
。
現
在
、
商
社

を
通
じ
て
香
港
、
台
湾
、
中
国
へ
輸
出
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
、
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
へ
も
輸
出
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
レ
ポ
ー
ト
照
屋
）

第１回グランプリを受賞した
せーいかソーセージ

第2回グランプリを受賞した
せーいかちきあげ

食感が良くおいしいヘルシー
なせーいかソーセージ

厳しい衛生管理のもと
せーいかを解体し成形する

冷凍保存されるせーいか激辛が人気のせーいかキムチ

せーいかのトレードマークが消費者の目を引く
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沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて 寄 稿寄 稿
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　OISTの植物生物学者にとって、沖縄の亜熱

帯の森はまさに研究意欲を掻き立てる舞台背

景と言えるでしょう。佐瀬英俊准教授の植物

室では、整然と列をなしたイネとシロイナズ

ナが元気に芽を出し、まるで窓の外の野生の

緑と好対照を見せています。同准教授率いる

植物エピジェネティクスユニットは、突然の

発育不全や葉の奇形を誘発する遺伝子を探し

ています。

　ある生物の全ての細胞内には同じ遺伝子群が

存在しますが、では、植物細胞はどのようにし

てそれぞれが葉や茎や花に成長するのでしょう

か？　その答えの鍵を握るのがエピジェネティ

クスです。エピジェネティクスとは、先天的な

遺伝子情報を変えずに、遺伝子が細胞によって

使用されるのを防ぐDNAの化学的変化のこと

です。エピジェネティクス的変化によって、生

物は必要な時にだけ遺伝子を使って、適応する

ことができます。しかし、例えば細胞が、健康

な成長に不可欠な遺伝子を封じ込めて使えなく

してしまうなど、この調整が失敗する可能性も

あります。エピジェネティクスは特定の分子を

遺伝子の出発点に添付することにより、スイッ

チを入れたり切ったりして、細胞の運命を決め

ているのです。

　「この基本的なメカニズムは、ほとんどの

生命体で存在しています」と佐瀬准教授は言

います。「植物は光と水だけを必要とするの

で、より扱いやすい研究対象としてこれを選

びました」。シロイナズナの変異株と野生型

のゲノムを比較することにより、佐瀬准教授

は、変化をもたらす遺伝子や、エピジェネ

～沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて～

研究紹介第7回：生命のマスタースイッチを解明
～沖縄産難消化米で生活習慣病予防を目指す～

遺伝子は生物の外見および活動を決定しますが、遺伝子もまた制御を受けています。エピジェネティクスとは

ある遺伝子が活性状態であるかどうか、すなわちその遺伝子が生物に影響を及ぼすかどうかを決定するメカニ

ズムについて研究する分野です。佐瀬英俊准教授率いる植物エピジェネティクスユニットでは、シロイヌナズ

ナおよびイネにおけるエピジェネティックな制御を研究しています。また、次世代型シーケンシングテクノロ

ジーによって得たゲノム情報を応用し、イネの品種改良に取り組んでいます。

佐瀬英俊准教授

新時代の教育研究を切り拓く

寄　　稿

OIST植物エピジェネティクスユニットでは、植物にも動物にもさまざまな影響を及ぼす

エピジェネティックな変化がどのようにして起きるのかを研究しています。
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ティクス的制御を司る遺伝子を見つけていま

す。

　また、同准教授は、ゲノム内で跳び回る非

常に長い遺伝子配列を、活性化させたり鎮静

化させたりする制御メカニズムについても研

究しています。この「転移DNA」はヒトゲノ

ムの半分近くを構成しており、私たちの進化

や変異にも影響を及ぼします。転移DNAの動

きを探究することで、ヒトの成長や発達障害

をはるかに深く理解できるようになるかもし

れません。佐瀬准教授はこれまでシロイナズ

ナの転移DNAを沈黙させる遺伝子と、同時に

その他の多くのDNAのスイッチを入れる遺伝

子を発見しました。

　この他、同ユニットでは、沖縄の健康プロ

ジェクトに参画し、西日本産の難消化性のコ

メの系統を沖縄の系統とかけあわせた、沖縄

県産難消化米の開発も進めています。近年沖

縄県では、肥満率の高さなど、県民の生活習

慣病予防が早急の課題とされています。この

課題に取り組むべく、佐瀬英俊准教授がプロ

ジェクトリーダーを務める研究グループは、

「医食農連携により、安全で優れた生活習慣

病予防効果を持つ新しい食材を沖縄に！」の

掛け声の下、難消化性の形質を地元の系統に

組み込み、新たに沖縄の農耕規模や亜熱帯の

生育条件に合った有用な品種を作り出そうと

しています。この事業は、米の育種研究グ

ループ、機能評価研究グループ、加工から販

売を担当するグループからなり、佐瀬准教授

は同ユニットの島尻恭香技術員と共に米の育

種開発に取り組んでいます。

　難消化米とは、ブドウ糖に分解されにくい性

質をもつデンプンを高率に有する新しい品種の

米で、約30年前に九州大学の研究チームが開

発を始めました。米などの炭水化物は、消化の

過程でブドウ糖に分解され、主要なエネルギー

源として利用されますが、過剰なブドウ糖は肥

満や糖尿病をはじめとする生活習慣病の原因と

なります。よってブドウ糖を産出しにくい難消

化米の代替利用は、生活習慣病予防の一手段に

なると期待されています。さらに難消化米に

は、血糖値の上昇を抑える効果をはじめ、血中

中性脂肪とLDL（悪玉）コレステロールを低下

させる効果、肝臓への脂質蓄積抑制効果を裏付

けるデータも集まり始めており、肥満のみなら

ず生活習慣病をトータルに予防する効果も期待

されています。

　しかし当初、すでに開発された難消化米を沖

縄で栽培し始めたところ、収穫量が本州と比べ

て約半分まで減少することが分かりました。そ

こで佐瀬准教授の育種研究チームは、ゲノム情

報を用いて難消化米を沖縄の気候に適した地産

の品種と効率的に掛け合わせることで、その性

質を遺伝的に導入することに着手しています。

特にOISTでは、次世代型ゲノムシークエン

サーによる遺伝子情報の解析や、日照時間や温

度調節が可能な人工気象器を用いた栽培期間の

短縮化を行い、難消化米育成の効率化を図って

います。また、地産の事業として安定した生産

難消化米（名護圃場にて）沖縄県産難消化米の開発
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と供給を行うためには、沖縄の米生産者の協力

が不可欠で、そのためには難消化米の有益性を

明確なデータとして示すことも大切です。「難

消化米は様々な食品に応用可能です、この取り

組みを通じて、人々の健康増進に寄与できれば

と思います」と佐瀬准教授は語っています。

　本プロジェクトでは、沖縄産難消化米の開発

と平行し、琉球大学医学部、大阪府立大学、石

川県立大学が医学・生理学的機能研究を行い、

人体への有益性をさらに評価していきます。ま

た、県産難消化米は新たなクスイムン（薬とな

る食事）としての消費が期待されるほか、近年

人気を博したお米パン、製麺や土産食品等、米

粉として幅広い加工食品への利用が見込まれ、

競争力ある食材として注目されています。これ

まで県内数社の食品加工会社が参加し、難消化

米から得た米粉を利用した加工品の開発も始

まっています。近い将来、主食から土産品に至

るまで、健康に配慮した沖縄産の食品が発売さ

れることに期待が寄せられます。

　この日は特別にキャンパスが一般開放！普段は見ることのできない科学の最先端の現場を見学でき

ます。さらに、キャンパスでは様々なプログラムが用意されております。この機会にぜひ、科学の世界を

冒険してみましょう！

2月1日（日）10:00－17:00

OISTメインキャンパス（恩納村谷茶1919-1）

入　場　無　料

内　　　　容　・科学の講演会　・科学デモンストレーション

　　　　　　　・ワークショップ　・研究施設の見学　・研究紹介

　　　　　　　・OIST入学説明　・サイエンスカフェ

お問い合わせ　OIST地域連携セクション098(966)2184

難消化米の加工品ユニットの植物室内にて
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2014 年沖縄観光誘客戦略の取り組みと実績に

ついて

　ＯＣＶＢでは、旅行市場の流通と情報が激変

する中、沖縄観光のさらなる進化や新潮流を意

識し、2014 年の行動指針として「前へ　高み

へ　そして未来へ　沖縄観光・新旋風！」をテー

マに、多様な変化に柔軟に対応できる沖縄観光

を力強く推進してきました。

　特に、国内外新規航空路線の拡充によるハブ

機能の強化、大型クルーズ船の母港化を目指し

た取り組みなど、沖縄の優位性を活かして新し

い沖縄の魅力を主体的に創造することを意識し

てきました。

　また、離島を含む各地域との連携強化や観

光分野以外のさまざまな業界との協働を図り、

“オールおきなわ”体制の機能拡充に向けた取

り組みを強化してきました。

入域観光客数は過去最高水準で推移、年度目標

の 690 万人を上回る 700 万人を見込む

　入域観光客数は 11 月までの実績で、26 カ

月連続で前年同月比を更新中です。１月か

ら 11 月までの暦年では前年同期比 110.3％、

608,800 人増の 6,507,000 人となっています。

4月から 11 月までの年度累計では前年同期比

110.0％、442,200 人増となっており、年度目

標とする 690 万人を上回る 700 万人を達成す

る見込みです。

　以下、この１年間のトピックスを紹介しま

しょう。

沖縄観光！ 2014 年の実績と 2015 年の取り組みの方向性

沖縄県では、観光振興に関する基本的な方向性を定めたビジットおきなわ計画に基づき「世界水準の観光リ

ゾート地」を目指すビジョンを掲げ、観光収入 1兆円、入域観光客数 1,000 万人（うち外国人観光客 200 万人）

を目指し、国内外での各種取り組みを戦略的かつ積極的に実施しています。（最終年度は 2021 年度）
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〔海外〕

☆海外航空路線の拡充に向けた積極的な取り組

みにより、12 月現在で 14 航空会社の誘致

と７都市への直行便就航を実現した（年間

座席提供数 1,115,292 席）。

☆ロシア・東南アジアからのチャーター便が大

幅に増加した。

☆台湾から 5,000 人規模の大型インセンティ

ブツアーを誘致した。

☆シンガポールでOCVB単独のMICEセミナー

を開催し、チャーター便運航を実現した。

☆沖縄MICE プロジェクトとして海外10市場か

ら総数155 名のキーパーソンを招聘し、沖縄

の優位性をアピール。商品造成の可能性が拡大

した。

☆東アジアのクルーズ拠点を目指した積極的な

取り組みを展開し、国内外から 162 回のク

ルーズ船を誘致した。

〔国内〕

☆国内需要活性化対策事業「旬香周島プロモー

ション」、「テーマ別プロモーション」など

の展開によって国内需要が好調に推移した。

☆国内最大の旅行博覧会「ツーリズム EXPO

ジャパン」で「JATA ツーリズム大賞

2014・会長特別賞」を受賞。OCVBでは国

内最大規模の 50 ブースを出展し、期間中

15万 7千人あまりに沖縄観光の最新情報を

提供した。

☆離島に特化した旅博覧会「離島コンテンツ

フェア 2014」（リトハク）に出展し、広域

連携強化と離島の魅力を発信することで離

島観光が好調に推移した。

☆静岡空港と名古屋（小牧）空港から久米島、

宮古島を結ぶチャーター便を誘致。両島に

合計 17本のチャーター便を運航し、離島観

光に大きく貢献した。

☆修学旅行が 2,535 校、455,447 人（速報値）

として過去最高人数を記録した。

☆国内外からのリゾートウエディングが好調に

推移。上半期累計で 5,231 組を達成。前年

同期に比べて 942 組増加（22％増）した。

☆スポーツコミッション沖縄設立準備事務局の

事業を拡大、スポーツアイランド沖縄の形

成に向けて大きく前進した。

☆沖縄県名古屋事務所にＯＣＶＢ職員を配置

し、エリアマーケットを強化した。

☆県内大学生による卒業旅行プラン作成企画

「学卒プロジェクト」を実施した。

「JATAツーリズム大賞 2014 会長特別賞」受賞

「OKINAWA NIGHT IN SINGAPORE」シンガポール
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外国人観光客倍増に対する受け入れ体制の整備

事業を大幅拡充

　ＯＣＶＢ沖縄人材育成センターでは、国際観

光地としての沖縄の評価の向上を目指し、外国

人観光客への対応力の向上を目的としたセミ

ナーや講師派遣事業、観光基礎セミナー出前講

習（歴史・文化、接遇）講師派遣事業など様々

な人材育成事業を展開しました。

　また、外国人観光客の受け入れ体制の整備に

向けて多様な「外国人観光客受入体制構築サ

ポート事業」を展開。特に各種パンフレットや

メニュー、ホームページの翻訳費用の一部を支

援する「翻訳支援事業」、「wi-fi 設置支援事業」、

「海外セールスコール支援事業」は、多くの企

業が利用し、受け入れ体制の向上につながって

います。

韓国からの航空輸送能力が海外路線で最大規模

に拡大

　ＯＣＶＢでは韓国マーケットに対し、ゴルフ

チャーター便の誘致などテーマ別マーケティン

グからスタートしましたが、近年ではテレビ番

組や映画を活用したマーケティングへと広が

り、誘客効果も高まっています。

　テレビドラマ「イケメンですね」を皮切りに

「女の香り」、「サメ」、「All Right Love」、ミュー

ジックビデオ「Bubble Pop」など沖縄フィル

ムオフィスのロケ支援事業が韓国で次々にヒッ

トし、旅行先としての沖縄の魅力や認知度が急

上昇しました。

アジア太平洋地区最大規模のダイビング博覧会

「ＤＲＴ沖縄 2014」の誘致に成功

　日本で初のアジア太平洋地区最大規模のダイ

ビング博覧会「Diving Resort Travel Expo（通

称DRT）」が沖縄で開催されました。国内48社、

国外８社の計 56 社が DRTに出展し、期間中

合計で3,731名の来場者を記録しました。なお、

次回のDRT沖縄は、2015 年６月 26 日 ( 金 )

～ 28 日 ( 日 ) に開催予定です。

世界最大の口コミサイトを活用した情報発信事

業の展開で沖縄が大躍進

　世界で認知度・信頼度が一番に高いトリップ

アドバイザーを活用し、沖縄観光特集を展開し

ました。ＯＣＶＢでは、沖縄観光ページを独

自にカスタマイズして顧客へ有効な情報を発

信することに力を入れた結果、トラベラーズ

チョイス（TM）「世界の人気上昇中の観光地

（Travelers’ Choice --Destination On The 

Rise）」で那覇市が６位（国内１位）にランク

インしました。

　また、旅行者が選ぶトラベラーズチョイス

（TM）「日本のベストビーチ」でトップ 10 中

に沖縄の９ヵ所がランクイン（１位の与那覇前

浜ビーチは、「アジアベストビーチ」で 25位）

国際規模のダイビング博覧会「DRT」を沖縄で開催
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するなど、効果的な広報活動につながりました。

トップ 10一覧

1. 与那覇前浜ビーチ／宮古島（沖縄県）

2. コンドイビーチ／竹富島（沖縄県）

3. 白浜海水浴場／白浜（和歌山県）

4. ニシ浜ビーチ ／波照間島（沖縄県）

5. はての浜 ／久米島（沖縄県）

6. ニライビーチ ／沖縄本島・読谷村（沖縄県）

7. 新城海岸／宮古島（沖縄県）

8. 砂山ビーチ／ 宮古島（沖縄県）

9. 阿波連ビーチ ／渡嘉敷島（沖縄県）

10. 奥間ビーチ／沖縄本島・国頭村（沖縄県）

※トリップアドバイザーとは

旅行者が最高の旅行計画を計画し、実行するた

めの世界最大の旅行口コミサイト。当媒体は旅

行者の実体験にもとづくアドバイスと、幅広い

旅行の選択肢および予約ツールとシームレスに

つながったプランニング機能を提供している。

世界最大の旅行者コミュニティとして、３億

1,500 万人を超える月間ユニークユーザーを持

ち、440 万軒以上の宿泊施設、レストランおよ

び観光名所などに対し、２億件以上の口コミ数

を誇り、世界 45 カ国でサイトを展開している。

独立行政法人国際交流基金との連携で沖縄関連

映画を世界各国で上映

　独立行政法人国際交流基金（外務省管轄）日

本文化センター（世界 22カ国）では、日本文

化を紹介するイベントや映画上映会を行ってい

ます。その中で 2012 年度にＯＣＶＢが支援し

た作品、『旅立ちの島唄～十五の春～』を上映

しています。

　今年度の実績は、「オーストラリア（シドニー、

メルボルン、ブリスベン、オークランド）」、

「ニュージーランド（ウェリントン、クライス

トチャーチ）」、「マレーシア（クアラルンプー

ル、ペナン、クチン、コタキナバル）」、「デン

マーク」、「ジンバブエ」、「南アフリカ」、「イン

ド」、「ボツワナ」の８カ国での上映です。他に

も映画祭（ドイツとシンガポール）で上映され、

好評を博しました。

沖縄観光情報WEB サイト「おきなわ物語」、

11言語対応でアクセス倍増

　ＯＣＶＢが運営するWEBサイト「おきなわ

物語」は、観光情報が 11言語（多言語）で発

信していることやフェイスブック、ツイッター、

中国版ツイッターで動態情報を効果的に発信し

ていることなどから、月間アクセスが 150 万

PV（PAGE　VIEW ）と、かなりの頻度で利

用されています。これは他府県の観光協会など

類似団体のそれと比較すると、大変多い情報発

信量になります。また、台風時に観光客に適切

な情報を発信する機能も有しています。

宮古島与那覇前浜ビーチ
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WEB 媒体、月刊「OCVB　News」を発行し事

業可視化を拡充

　OCVB では、「WEB おきなわ物語」での

事業展開の概要・報告の可視化に続き、月刊

「OCVB　News」を発行しました。これは、

国内外の市場動向・分析をはじめ、OCVB 事

業の展開などをいち早く紹介するとともに事業

成果などの分析を報告するなど、事業の可視化

に向けた取り組みを強化するためです。

MICE の誘致拡大で多種多様なユニークベ

ニューが実現

　OCVB では、MICE の誘致拡大を図る目的

に様々なコンテンツ開発や内容充実に努めると

同時に、水族館や美術館・博物館など歴史的建

造物などでの会議やレセプション開催を目指し

ています。

　また、世界遺産や古城を活用したプロジェク

ションマッピングや組踊り・民謡などの文化芸能

ステージの展開、自然の鍾乳洞を活用したコン

サートやパーティなど、多種多様な屋外プログラ

ムを開発し、沖縄の魅力向上につなげています。

台湾観光協会とMOU（相互協定）を締結

　台湾観光協会とOCVBは、観光分野における

交流や協力を進め、台湾と沖縄の友好関係の増進

に資することを目的に相互協定を締結しました。

▷日時：2014 年 11 月 7日 ( 金 )

▷場所：台北貿易センター

外部の研修職員を受け入れ、関係団体との連携

強化

　航空会社（ＪＡＬ、ＡＮＡ）および南城市か

ら研修職員を受け入れました。また、各地の観

光協会をはじめとする各種関係機関・団体との

連携をより強化しました。

2015 年沖縄観光推進戦略の取り組みの方向性

　入域観光客数 700 万人時代、そして本格的

な国際化時代を迎えます。これまでの積極的な

誘客戦略の事業成果を踏まえ、より受け入れ体

制の強化を図ります。

　今年は、年間の観光推進戦略のテーマを「“う

とういむち”沖縄～広がる笑顔とおもてなしの

心～」と設定し、ウチナーらしい「おもてなし」

でより満足度の高い「世界水準の観光リゾート

地」を目指します。

台湾観光協会と相互協定を締結

問い合わせ先　
一般財団法人　沖縄観光コンベンションビューロー

〒 901-0152　沖縄県那覇市字小禄 1831-1　沖縄産業支援センター 2階
TEL　098-859-6126
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１．義務教育制度と教育体系

　シンガポールにおける義務教育の制度は

2003 年 1月 1日から 6年間の初等教育に導入

されました。同国政府は導入にあたり、次の中

等教育の 4年間までを合わせた 10年間の教育

課程を履修させる事が望ましいとしています。

そして、中等教育の段階で明確な学力選別のた

めの試験が行われますが、日本のような入学試

験ではなく、Nレベル，Oレベル，Aレベルと

よばれる認定試験を受け，その成績によって卒

業後の進学先が決まる仕組みです。

　シンガポールは物質的な資源が

乏しい国であり、政府は人的資源

の育成を優先課題と捉えてエリー

トの選抜・養成に重点を置いてい

ます。国民もそのことを十分理解

しており，教育に対する関心は非

常に高くなってます。よりレベル

の高い学校に進むことが自身の将

来を決定づけるものと考えてお

り，それがそのまま大半の国民の

学習動機につながっています。

　一般的な進路は、初等教育（Pri-

mary School、6 年間）、中等教育

（Secondary School、4～5年間）、

大学準備教育（Junior College、

2 年間）から大学（University、3 ～ 4 年間）

というコースと、初等教育、中等教育の後、専

門教育（Polytechnic、3 年間）または、技能

教育研修所（Institute of Technical Educa-

tion、1～ 2年間）というコースです。 

　なお、2013 年のデータにおける初等学校の

入学生徒数からその後の進路を見た場合、大

学へ 29.4％、専門教育（ポリテクニック）へ

46.4％、技能教育研修所へ 22.8％が進学して

います。

レポーター
赤嶺　友紀（琉球銀行）
日本貿易振興機構（ジェト
ロ）にて研修中

シンガポールの教育制度について

(6 )

GCE “N”

( )
(5 )

GCE “O”

2 3
GCE “A”

1 2
NITEC/Higher NITEC

GCE “A” /

PSLE

(4 )

(4 )

( )
(5 )

( )
( ) (1 4 )

3

(3-4 )

GCE “O”

(4 6 )

Ministry of Education website

図 1. 教育体系図

注）技術教育研究所（ITE）：中等学校卒業者や一般社会人を対象とした職業訓練校。

　明けましておめでとうございます。

現在、日本貿易振興機構（JETRO）シンガポール事務所にて、

研修中の赤嶺　友紀（あかみね　ゆうき）です。

　沖縄は既に寒い日が続いているかと思いますが、ここシン

ガポールでは連日真夏のような暑さが続いております（10 月

～ 3月までは雨季で、毎日蒸し暑い日が続いています）。

　皆様も体調管理にはくれぐれも気をつけて下さい。

　今回のアジア便りは、前回に続くシンガポールの教育制度

についてのレポートです。

　前回は学校教育の特徴や教育政策の変遷についてご紹介し

ましたが、今回は同国の初等教育～大学教育についてご紹介

し、教育をめぐる課題や今後の方向性についても解説したい

と思います。
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２. 各教育段階について

（1）初等教育（Primary School）

　このレベルでの教育は、1～ 4年生の「基礎

段階」と、5～ 6年生の「オリエンテーション

段階」の 2つの段階に分けられます。

　初等教育においては、生徒に読み書きといっ

た基礎学力と問題解決能力を身に付けさせるこ

とを目指し、英語、母語、数学に関する知識の

習得に重点が置かれています。また、理科、芸

術、道徳、社会、体育等も学び、課外活動等へ

の参加も奨励されています。

　4年生の終わりに、学校が独自に定めた基準

に基づいてテストが行われ、5～ 6年生のオリ

エンテーション段階のための振り分けが行われ

ます。これにより、オリエンテーション段階で

は、英語、母語、数学、科学の４科目について

は、個々の能力に応じた授業を受け、6年生の

終わりには初等学校卒業試験（PSLE）を受け、

その結果により、能力に応じた中等教育のコー

スへ進学します。なお、PSLEをパスしないと

中等学校へ進学できません（いわゆる留年であ

り、全体の 2～ 3％の割合でいるそうです）。

（2）中等教育（Secondary School）

　中等教育は、生徒の能力に応じて「エクスプ

レス」、「ノーマル（普通）」、「ノーマル（技術）」、

「職業コース」の 4つのコースに分けられ、4

～ 5年間で修了します。

　概ね初等学校卒業時の PSLE の成績の上位

から約 6割強がエクスプレス・コース、約 3

割強がノーマル・コースに進学しています。 

　エクスプレス・コースの生徒は、中等学校 4

年生の終わりに受験する国家試験であるシンガ

ポール・ケンブリッジ「普通」教育認定試験

（GCE-O）に向け、英語、母語、数学、科学、

人文等を学びます。

　ノーマル・コースは、エクスプレス・コース

と同種の科目を学ぶ普通コースと、英語、母語、

数学に加えて看護、サービス、精密技術といっ

た実践的な科目を履修する技術コースに分けら

れ、４年生の終わりに、シンガポール・ケンブ

リッジ「標準」教育認定試験（GCE-N (Normal 

Level)）を受け、卒業します。ノーマル・コー

スの生徒のうち、さらに進学を希望する者は５

年生に進級しGCE-O レベルの試験に備えるこ

ともできます。 

　中等教育レベルでは、これらのコースとは

別に、生徒の様々な才能や素質を伸ばすこと

を目的として、特に優秀な生徒を対象とし、

GCE-O レベルを受けることなく、ストレート

にシンガポール・ケンブリッジ「上級」教育認

定試験（GCE-A）の受験ができる「統合プロ

グラム（Integrated Programme）」というも

のもあります。

　この統合プログラムでは、中等教育と大学準

備教育の両方の教育課程が提供され、生徒は、

GCE-O レベルの受験に煩わされることなく、

時間をかけて創造力やリーダーシップを養う幅

初等学校

中等学校
ジュニアカレッジ
（大学準備教育）
技能教育研修所
（技術専門学校）

ポリテクニック

教員養成機関

大学

合計

2008 年

279,272 

217,081 

32,579 

24,367 

76,756 

5,034 

69,028 

704,117

学校数

182 

154 

14 

3 

5 

1 

5 

364

2009 年

272,254 

217,230 

32,110 

24,846 

80,635 

4,934 

72,710 

704,719

2010 年

263,906 

214,388 

32,420 

24,789 

83,542 

4,965 

74,534 

698,544

2011 年

258,293 

207,974 

32,296 

25,279 

85,111 

4,452 

75,656 

689,061

2012 年

252,735 

202,520 

32,087 

25,370 

85,857 

4,429 

76,665 

679,663

2013 年

244,045 

197,165 

32,165 

26,288 

87,183 

3,793 

77,619 

668,258

学生数

図 2. 各学校の進学率

図 3. 学校数及び生徒数等

出所：シンガポール教育省 HP
　　　Education Statistics Digest 2014 より

出所：Yearbook of Statistics Singapore, 2014 

技能教育研修所
（技術専門学校）

ポリテクニック

ジュニアカレッジ
（大学準備教育）
 

大　　学

2008 年

20.9 

43.9 

28.0 

25.2 

2009 年

21.2 

44.7 

27.6 

25.1 

2010 年

20.9 

45.8 

27.5 

25.6 

2011 年

21.3 

46.5 

27.0 

26.9 

2012 年

21.2 

47.1 

27.7 

28.2 

2013 年

22.8 

46.4 

28.2 

29.4 

（単位：％）

（単位：校・人）
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広い経験を積むことができます。

（3）大学準備教育 

　GCE-O レベルの試験を通過した生徒は、2

年間のジュニアカレッジ（Junior College）、

もしくは 3年間の教育学院（Centralised In-

stitute）に進学し、シンガポール・ケンブリッ

ジ「上級」教育認定試験（GCE-A）を目指す

こともできます。 

　これらの大学準備教育の授業内容は、

GCE-A レベルの受験を前提に編成され、中等

教育とは異なり、大学受験に必要な専門的知識

を習得することを目的としています。

（4）専門教育

　ポリテクニック（Polytechnic）は、工業技

術や商業に興味のある生徒に、実習室や作業室

での実地体験を中心とする教育を提供すること

で、実業界の需要に合った実務レベルの人材を

育成することを目的とする教育機関です。

　工学、化学、生命科学、デザイン、ビジネス、

経営、会計、マスコミ、観光、演劇、人文、情

報通信等のコースがあり、GCE-O レベルに合

格した生徒が進学します。就学年数は 3年間

です。

　現在、シンガポール（Singapore Polytech-

nic）、ニーアン（Ngee Ann Polytechnic）、テ

マセク（Temasek Polytechnic）、ナンヤン

（Nanyang Polytechnic）、リパブリック（Re-

public Polytechnic）の5校が設置されています。

（4）大学教育

　シンガポール国内の大学数は 2014 年現在で

7つあり、内 SIM大学とイエール・NUS大学

の 2校を除いた 5校が国立大学になります。

　シンガポール政府は 2015 年には大学進学率

を 30％とする目標を掲げており、大学の収容

人数を増加させています。

　ちなみに、男性は 18歳になるとナショナル

サービス（徴兵制）として 2年間兵役に就く

ために、兵役を終えてから大学に進学します。

３. 教育をめぐる課題・今後の方向性

　シンガポールでは、前述のとおり天然資源が

乏しく、人材と立地条件が最大の資源の国家で

す。建国以来、中央集権的な教育システムの構

築が行われ、そこでは、今日まで続く「二言語

主義」や「能力主義」が導入されています。 

　特に「能力主義」は、学力に基づいて内容や

進路を変えることのできる仕組みであり、能力

さえあればチャンスは平等にありますが、初等、

中等学校の終盤で受けるそれぞれのコース認定

試験が学生の将来の大勢を決定づけているのが

実情であり、初等学校の段階から激しい競争に

よる学力偏重主義を生み出しています。これを

受け、シンガポールでは、詰め込み型から教育

内容の多様化による思考力を養成する教育への

変革が図られています。 

　2014 年 8月 9日のナショナル・デー・ラリー

（施政方針演説）において、リー・シェンロン

首相は大学を頂点とした学歴偏重の社会から、

個人の適正や能力を生かす社会への転換を図る

方針を示しています。国民の多数を占める技術

教育研究所（ＩＴＥ）とポリテクニック（技術

専門学校）出身者を念頭に、社会人にも多様な

学習機会を与え、職業キャリア向上の機会強化

を図るとしています。

図 .4 シンガポールの大学所在図

出所：http://spring-js.com/global/3553/
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大学名

シンガポール国立大学

南洋理工（工科）大学

シンガポール経営大学

シンガポールデザイン工科大学

シンガポール工科大学

SIM大学

イエール・NUS 大学

英語表記

National University of Singapore

Nanyang Technological University

Singapore Management University

Singapore University of Technology and Design

Singapore Institute of Technology

Singapore Institute of Management University

Yale-NUS College

学生数
（人）

約 33,000

約 30,000

約 7,000

約 6,000

約 5,000

約 10,000

約 1,000
（予定）

特徴等

1905 年に設立された最も歴史の古い国立大学。
2014 年の世界大学ランキングは東京大学の 23 位に次いで、25 位。
管理職や官僚、医者や弁護士等社会のエリートとなる人材の養成
を目指す為、人気は最も高い。
NUS と並ぶ規模の国立大学。
世界大学ランキングは 61 位（京都大学が 59 位）。
近年は、ビジネススクールの勢いが急激に伸びており、早稲田大
学と提携して、両校の MBA を一度に取得できる「早稲田－ナンヤ
ンダブルMBA」プログラムが有名。
2000 年に設立された国立大学。
ペンシルバニア大学のウォートン・スクールを模範に、ビジネス
と経営学を中心とした少人数教育を行っている。
2012 年開校の国立大学。
マサチューセッツ工科大学（MIT）と包括提携し、MIT のカリキュ
ラムをそのまま導入している。
2012 年に開校し、2014 年に正式認可されたばかりの最新校。
高等技術専門学校（ポリテクニック）を卒業した学生に、より高
度な専門教育を提供することが目的です。
2014 年現在は独自の校舎を持たず、国内 5 か所のポリテクニック
に併設された形になっている。
産業界のリーダー輩出を目指しています。
国内唯一の社会人向け私立大学。
300年の歴史を誇る米国のイェール大学とNUSによる、シンガポー
ル初のリベラルアーツカレッジとして 2013 年に開学。
イェール大学と同様に全寮制で、 2 年間の教養課程の後、 14 の専攻
から選んだ専門分野に進みます。 現在の一期生は 25 カ国から 150
人が学んでおり、最終的には大学全体で 1,000 人の学生を迎える
予定です。外国籍学生率は 40％に維持され、世界的にも「最高水
準の国際性」を持つ大学と言えます。

略称

NUS

NTU

SMU

SUTD

SIT

SIM

-

　現在、就業年齢を迎えるシンガポールの若者

の約７割は、ＩＴＥまたはポリテクニックの卒

業生が占めています。首相は演説の中で、各自

の適性と技能に見合った昇進ができる就労・教

育環境を作ると強調し、学力偏重主義からの脱

却を目指すとしています。

　今後、企業側に採用枠の設定、社内教育制度

の拡充などが求められる可能性が高いとされて

います。

　受験戦争を勝ち抜いた大卒者とそうでない多

くの方々との間のギャップを埋めるべく、今後

シンガポール政府の教育政策に対するコント

ロールが注目されています。

最後に

　次回も、関心のあるトピックについてご紹介

したいと思います。

　よろしくお願いします。

【参考資料】

○シンガポールの政策（教育政策編）

http://www.clair.or.jp/j/forum/pub/series/

pdf/j37.pdf

○シンガポールの教育から感じた事

ht tp : / / c r i e . u -gakuge i . a c . j p / repor t /

pdf33/33_50.pdf

○シンガポールの大学（図 .5）

田村慶子編『シンガポールを知るための 65章

【第 3版】』明石書店をもとに作成。

h t t p : / / k e i e i s h a . z u u o n l i n e . c o m /

archives/2440#_ftnref14

図 .5　シンガポールの大学

出所：後述参照

図 .6 世界の大学ランキング

出所：http://spring-js.com/global/3553/
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「りゅうぎんビジネスクラブ事務局」（琉球銀行コンサルティング営業部内）

TEL：098-860-3817（担当：赤嶺、真栄城）までお願いいたします。
1 別途りゅうぎんビジネスサイトへの申込（無料）が必要になります。
2 審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承下さい。

お問い
合わせ

　琉球銀行の経営理念である「地域から親しまれ、信頼され、地域社会の発展に寄与する銀行」を実践

するべく、お取引先企業への情報支援サービスの提供を目的に会員制組織「りゅうぎんビジネスクラ

ブ」を設立し、各種セミナーの開催や情報のご提供、県外での商談会など様々なサービスを実施してお

ります。

サービスの
ご　案　内

その他の
サービス

ビジネスクラブ会員企業トップと弊行
役員との親睦の場を兼ねたトップセミ
ナーや実務セミナーに無料で参加いた
だけます。
【最近の実績】
H26.２.５  北川正恭氏「トップセミナー」
H26.５.22  リーダーシップ強化セミナー（若手リーダー向け）
H26.10.21  モチベーションコントロールセミナー（経営者層向け）

■各種セミナーの開催による情報等の提供
企業経営者や経営幹部を対象にした、
ビジネススクールの運営を実施してお
ります。

【著名な講師例】
・第1期　酒巻 久 　キヤノン電子㈱社長
・第2期　鈴木 喬　 エステー㈱会長
・第3期　出口 治明 ライフネット生命保険㈱会長兼ＣＥＯ
・第4期　宗次 德二 ㈱壱番屋 創業者特別顧問

■「りゅうぎんマネジメントスクール」の開講

企業運営に有益な情報が盛り込まれた
「経営参考小冊子」をお届けいたします。

【内容例】

・部下をやる気にさせる上司のひと言

・どんな仕事もうまくいく「気づかい」の習慣

■「経営参考小冊子」の定期配送
税務・会計・法務・人事・労務など、経営のお役
に立つ情報レターを毎週FAX配信いたします。

【内容例】

・「最少時間」で「最高の結果」を出す！

・若手社員向け・簡単な「経営指標」の見方

■「りゅうぎんビジネスフラッシュ」定期配信

公認会計士・税理士・司法書士・中小企業
診断士・社会保険労務士・行政書士など
の各種専門家を無料で派遣し、会員企業
様の「経営課題」に対し、会員企業様・専
門家・琉球銀行が一体となって取り組む
サービスです。
※1社につき年1回ご利用になれます。

「会員専用サイト」を利用した、タイム
リーな各種経営情報の提供をおこなっ
ております。

【内容例】

・産業別ニュース21　・ビジネスレポート

・経営課題解決ナビ　・ビジネスマッチング

■専門家派遣サービス

■融資利率の優遇
りゅうぎんビジネスクラブ会員企業の皆様に一部融資商品（ベストサポーター、順風満

帆）について、融資金利の優遇を実施しております2。詳細は取引店担当者にお問い合わ

せ下さい。

「りゅうぎんビジネスクラブ入会申込書」及び「りゅうぎんビジネスサ
イト利用申込書」に必要事項を記入の上、取引店担当者に提出下さい。

入会金は不要です。

年会費は20,000円です。　※お申込月の翌々月4日ご指定口座より引落となります

■りゅうぎんビジネスサイトによる
　経営情報等の提供1

りゅうぎんビジネスクラブ
入会申込方法
年会費 20,000円

1

2
3
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■鉱業法

　鉱業法は、石灰石を始めとする有用な鉱物資

源を地域社会との調和を図りつつ合理的に開発

するために、昭和 25年に制定されました。

　鉱業法では、土地所有権から独立した権利と

して「鉱業権」を設け、願い出に基づく国の設

定行為により権利を賦与しており、土地所有者

といえども鉱業権によらないで対象鉱物を掘

採、取得することは禁止されています。

　なお、国内資源の適正な維持・管理や適切な

主体による合理的な資源開発が行われるよう鉱

業法が改正され、平成 24 年 1月 21 日に施行

されています。

■鉱業権の内容

　鉱業権は、｢試掘権｣ と ｢採掘権｣ の 2種類

があります。

　「試掘権」は、許可登録に基づき、鉱区にお

いて鉱物の賦存状況、品質、稼行の適否をボー

リング等の方法で試し掘りをするための権利で

あり、「採掘権」は、許可登録に基づき一定の

区域（鉱区）において鉱物を掘採、取得する権

利となっています。

■鉱業権と土地所有権

　鉱業権は、土地に関する権利とは別個の権利

ですが、土地所有権や土地使用権等に優先する

ものではありません。土地所有者等は、正当な

権利の行使である限り、鉱業権が設定された鉱

区内でも自由な土地利用が可能です。

　鉱業権者が、鉱物の掘採や探査等のために地

表を使用するには、当該土地の使用に関する権

利を取得することが必要であり、土地所有者等

の許可無く勝手に使用することはできません。

■鉱業の実施

　鉱業の実施は、「開発」と ｢保安｣ の両輪か

らなっています。

　「開発」については、合理的安定的な供給を

実現するために実施計画である「施業案」を申

請し、認可を受ける必要があります。

　反面、鉱山開発の中で従業員に対する危険防

止や鉱山近隣に対する鉱害防止という「保安」

1 2鉱業法と鉱物資源 鉱業権

　沖縄においては、本土復帰以降、4次にわたる沖縄振興開発計画及び沖縄振興計画の下、道路、港湾、空港、ダム
等を始めとする社会基盤や産業基盤の整備が進められてきました。それに伴い、工事に必要な基礎資材として、と
りわけ石灰石の合理的開発と安定供給は、沖縄の経済・産業の発展に大きく貢献してきました。
　以下では、石灰石を含む鉱物資源の開発に必要な鉱業法について御紹介します。

沖縄総合事務局経済産業部の最近の取組について
鉱物資源の合理的開発及び安定供給

【鉱業法の対象鉱物】
（41鉱物）
金鉱、銀鉱、銅鉱、鉛鉱、そう鉛鉱、すず鉱、
アンチモニー鉱、水銀鉱、亜鉛鉱、鉄鉱、
硫化鉄鉱、クローム鉄鉱、マンガン鉱、
タングステン鉱、モリブデン鉱、ひ鉱、
ニッケル鉱、コバルト鉱、ウラン鉱、トリウム鉱、
りん鉱、黒鉛、石炭、亜炭、石油、
アスファルト、可燃性天然ガス、硫黄、
石こう、重晶石、明ばん石、ほたる石、石綿、石灰
石、ドロマイト、けい石、長石、ろう石、滑石、耐
火粘土、砂鉱

＊対象鉱物のうち、可燃性天然ガス等の 22鉱物が、
国民経済上、特に重要な鉱物として、「特定鉱物」
に定められています。

【鉱業法改正のポイント】
・出願者に対する許可基準を追加。
　　技術的能力、経理的基礎、社会的信用
・鉱業権設定等に係る新たな手続制度を創設。
  （特定区域制度）
特定鉱物について、従来の先願主義により出願手
続を見直し、国が区域を指定して開発者を募集。
申請者の中から最も適切な者に対して鉱業権設定
の許可を与える。

・鉱物の探査に対する許可制度を創設。　
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面の重要性があります。

　「保安」については、各鉱山において、「鉱山

保安法」に基づき、法的規定と各鉱山の自主的

な保安規定を定めて業務に取り組んでいる他、

これらを監督するため、沖縄県においては「那

覇産業保安監督事務所」が、鉱山災害ゼロを目

標に巡回指導を実施しています。

　沖縄の鉱山は、そのほとんどが石灰石鉱山で

す。沖縄県内に賦存する石灰石は、「古生代石

灰岩」と「琉球石灰岩」があります。

　｢古生代石灰岩」は、2億から2億5千年前に

できたもので、沖縄本島北部、石垣島等に賦存

しています。色は、灰色で主としてコンクリー

ト骨材やセメント原料として使用されています。

　｢琉球石灰岩」は、数十万年前の第四紀更新

世にできたもので、沖縄本島の中南部、宮古島、

八重山諸島、久米島や南北大東島等に広く分布

しています。色は、白から黄褐色で、道路用基

盤材に広く使用されています。

　なお、「琉球石灰岩」の中でも「トラバーチン」

と呼ばれる良質な石灰岩は、石材として用いられ、

国会議事堂等にも石灰岩が使用されています。

終わりに

　沖縄の産業振興を推進する上で、石灰石をは

じめとした鉱物の安定供給の確保は極めて重要

な課題です。　

　しかしながら、特に石灰石鉱業は、石灰石が

地表鉱物であるため、農林業や水資源等との競

合や、自然環境や文化財等への影響、採掘跡地

の不法投棄対策等、環境・他産業に与える影響

が大きい産業でもあります。　　　

　自然環境や文化財の保護・調和へ配慮し、他

産業との権益調整を図り、更に地元市町村の協

力を得て、沖縄の重要鉱物である石灰石等の合

理的開発を推進することが重要です。
http://ogb.go.jp/keisan/index.html

■本記事に関するお問い合わせについて
　内閣府沖縄総合事務局
　環境資源課

TEL：098-866-1757

内閣府沖縄総合事務局
経済産業部

3 管内の状況

本島北部の古生代石灰岩：コンクリート骨
材やセメントの原材料に使用されています。

本島中南部の琉球石灰岩：道路基盤材や石
材等に使用されています。
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宮古島市

事業主体

関係地域

事業目的

事業概要

事業期間

主体名：内閣府 沖縄総合事務局（直轄事業）
所在地：沖縄総合事務局 平良港湾事務所　宮古島市平良字西里7-21　電話: 0980-72-4673

平成24年度～平成29年度

岸壁（220ｍ）、港湾施設用地（27,088㎡）、ふ頭用地（31,106㎡）等

・船舶の入出港時の安全性を確保するため、水域の狭隘化を解消し、季節風の影響を受けない形状の
岸壁を整備する。
・施設の老朽化による荷役作業の危険性解消や、狭隘なふ頭用地による非効率な荷役作業を解消す
るため、必要とされる面積のふ頭用地を整備する。
・大規模地震時の物資輸送に対応するため、耐震強化岸壁を整備する。

事業規模

事 業 費

・平良港では、生活物資のユニットロード化に伴い、ユニットロード貨物（コンテナ貨物、RORO貨
物）の取扱量が堅調に推移しており、約33万トンの取扱いがある。
・定期RORO船の大型化に伴い水域が狭隘化している上に、岸壁が北東風の影響を受けやすい方向
となっており、その結果、岸壁への接触事故が発生している。
・沖縄県内において沖縄本島・宮古島・石垣島で耐震強化岸壁が未整備なのは宮古島のみであり、被
災時には島民生活に甚大な影響を与えることが危惧される。
・輸送形態の変化（シャーシ、トラック比率の増加）により、荷捌き地が不足しており、荷役作業の効
率および安全性が低下している。また、貨物、シャーシ等がふ頭用地内からあふれ、通過交通を阻
害するなどの問題が発生している。
・施設の老朽化が著しく、ひび割れや、防砂シートの破損等による大規模な陥没の危険性が高まっ
ており、荷役作業の安全性に不安がある状況である。
・新しい設計基準に基づく施設の耐震化対策の追加や一般船舶への航行安全対策の追加、詳細測量
実施等に伴う事業規模の拡大のため、事業費が46.9億円から60.2億円に増加し、また、整備完了年
度が平成28年度から平成29年度へ変更となった。
・本事業の実施により主に以下の効果が期待できる。
①海難の減少：岸壁の整備により、北東風の影響が軽減され、海難事故が減少し、それに伴う損失
が回避できる。
②荷役の効率化による荷役コストの削減：ふ頭用地が拡張されることにより、前後ランプを利用
した荷役が可能となり、貨物の時間費用が削減される。
③岸壁の耐震化による便益：耐震強化岸壁の整備により、震災時の緊急物資および一般貨物の輸
送コストの削減が図られる。また、施設被害が回避される。
④その他：ふ頭用地整備により、土地資産が創出される。ふ頭用地の港湾関連用地（14,000㎡）は企
業立地の予定。

経 　 緯

現況及び

見 通 し

[所在地] 
宮古島市平良港漲水地区
[施設内容]
岸壁（水深7.5ｍ、改良、耐震）：220ｍ
港湾施設用地：27,088㎡
ふ頭用地：31,106㎡
臨港道路：244ｍ
緑地：25,813㎡
※本事業には、港湾管理者（宮古島市）が実施する事業も含まれている。

・平成22年度　港湾計画（一部変更）
・平成24年度　事業着手
・平成29年度　事業完了予定

約60億円

県内大型プロジェクトの動向

県内大型プロジェクトの動向   vo l .59
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平良港漲水地区複合一貫輸送ターミナル改良事業事業名 ： 

・本事業実施により、地域社会に対する定性的な効果として以下が期待できる。
①船舶の運航の安定性確保：岸壁を整備することにより操船時の安全性が確保され、海難事故等
に伴う欠航が回避される等、島民への生活物資等の安定的な供給など定期航路の安定的な運航
が確保される。
②荷役作業の安全性等の向上：ふ頭用地の拡張と老朽化対策により、荷役車両・機械の輻輳や荷役
作業への不安が解消されることで、作業の効率性・利便性が図られるとともに、安全性が向上す
る。
③震災時における被害への不安の軽減ならびに事業活動への不安の軽減：耐震強化施設の整備に
より、大量で安定的な緊急物資の供給ルートが確保されることで、宮古圏域住民の不安を軽減
することができる。また、震災時においても物流が維持され、事業活動が継続できるため、周辺
離島を含めた宮古圏立地企業の不安を軽減することができる。

・総事業費約60億円のうち、平成26年度末時点において既投資額は約27億円であり、進捗率は

44％である。（残事業費約33億円）

・平成26年度は、基礎捨石投入やケーソン製作・ケーソン据付工事を実施した。今後は、岸壁や港

湾施設用地等の進捗を図る。

現況及び

見 通 し

県内大型プロジェクトの動向　vol.59

種     別 ： 公共　民間　3セク

熟 度 □構想段階　□計画段階　□工事段階　□開業・供用段階

進捗状況

事業位置図

（沖縄総合事務局平良港湾事務所提供）
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特 集

■2014年の回顧

～ 国内経済は緩やかに回復し、県内経済は拡大の動きが強まる～

○国内経済は、輸出が横ばいを続けるなか、主に消費税増税の影響から年終盤にかけては企業収
益や個人消費など一部に弱さがみられたものの、全体としては緩やかな回復基調が続いた。

○県内経済は、観光、建設関連が好調に推移し、個人消費が一部弱い動きとなったものの、総体
的には好調に推移したことから、全体では拡大の動きが強まった。

○個人消費は、百貨店・スーパー売上高は食料品を中心に好調に推移し前年を上回った。耐久消
費財は、新車販売で、軽自動車が新車投入効果などにより増加したが、消費税増税前の駆け込
み需要の反動減が家電卸売でみられたことから、総じてみると好調な中、一部で弱い動きと
なった。

○建設関連は、公共工事は前年を上回り、住宅着工は消費税増税前の駆け込み需要の反動減がみ
られたものの高水準で推移したことから、好調な動きとなった。

○観光関連は、円安を背景に入域観光客数が増加し、好調な動きとなった。主要ホテルは客室稼
働率、売上高がそれぞれ前年を上回り、好調に推移した。観光施設、ゴルフ場入場客数も前年
を上回った。

○雇用情勢は、有効求人倍率が本土復帰後最高値の0.77倍を記録し、完全失業率も低下したこと
から改善が続いた。また、企業倒産は、景気拡大に伴い件数、金額ともに前年を下回った。

■2015年の展望

～ 国内経済は回復の足取りが確かなものとなり、県内経済は拡大の動きが強まろう～

○国内経済は、前年10月の消費税増税の先送りや金融緩和政策の継続、４月の消費税増税後の景気
の弱含みに対応する補正予算執行などから特に個人消費が再活性化され、回復の足取りが確かな
ものとなろう。

○県内経済は、消費関連が人口・世帯数の増加や新設店効果などから好調に推移し、観光関連も景
気回復や外国客の旺盛な旅行需要などから好調に推移するものとみられる。建設も公共工事の大
型案件の本格稼働などから概ね好調に推移するものと見込まれ、全体として拡大の動きが強まろ
う。

○個人消費は、人口・世帯数の増加や大型商業施設の開業、店舗リニュ－アル効果などにより、前
年にも増して、好調な動きになるものとみられる。

○建設関連は、公共工事は沖縄振興予算が引き続き高水準を維持することから好調に推移し、民間
工事は、住宅着工や企業の建設投資の需要も高いことから、全体としては概ね好調な動きになる
ものと見込まれる。

○観光関連は、引き続き好調に推移しよう。景気回復や外国客の旺盛な旅行需要などを背景に入域
観光客数は前年増が見込まれ、ホテル客室単価の上昇が予想される。

沖 縄 県 経 済
2014年の

回 顧 2015年の

展 望と

要 旨
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拡大の動きが強まる

　2014年の国内経済は、輸出が横ばいを続ける

なか、主に消費税増税の影響から年終盤にかけて

は企業収益や個人消費など一部に弱さがみられた

ものの、全体としては緩やかな回復基調が続いた。

　県内経済の14年は、観光、建設関連が好調に

推移し、個人消費が一部で弱い動きとなったもの

の、総体的に好調に推移したことから、全体では

拡大の動きが強まった。観光は入域観光客数が暦

年で700万人を初めて突破し過去最高となる見込

みで、これに伴いホテルの稼働状況も好調に推移

した。建設関連は公共工事が予算増から前年を上

回り、住宅着工も貸家の建築需要などから高水準

で推移した。また、個人消費は、一部の耐久消費

財で弱い動きとなったものの、全体としては好調

な動きとなった。

　県内経済を主要部門別にみると、個人消費につ

いては、好調に推移する中、一部で弱い動きとな

った。百貨店・スーパー売上高は消費税増税によ

る駆け込み需要やその反動がみられたものの、増

税による影響は限定的で、食料品を中心に好調に

推移した。耐久消費財では、新車販売台数は普通

自動車が増税後の反動などにより弱い動きとなっ

たが、軽自動車は新型車投入効果などにより堅調

に推移し、前年を上回る見込み。電気製品卸売販

売額は、消費税増税前の駆け込み需要により３月

までは好調に推移したものの、増税後の反動や太

陽光発電システムの接続可能量超過に伴う接続問

題が影響し、前年を下回る見込みである。

　建設関連は、公共工事は沖縄振興予算の増加か

ら前年を上回り、民間工事は貸家の需要などによ

り高水準で推移したことから、全体では好調に推

移した。公共工事は、沖縄振興予算が3,460億円

と前年を大幅に上回った。発注者別では市町村が

前年を下回ったものの、国は那覇空港滑走路増設

工事などの大型案件から前年を上回り、県も前年

を上回る見込みである。民間工事は、住宅着工が

消費税増税前の駆け込み需要の反動減が一部みら

れたものの、貸家の旺盛な需要から高水準で推移

した。建築着工（非居住用）においても大型商業

施設の建築がみられたほか、企業の建設投資意欲

も高まったことから堅調に推移した。

　観光関連は、円安を背景に外国客が増え、入域

観光客が増加。国内客、外国客ともに伸び、14

年の入域観光客数は暦年で過去最高だった13年

（641.3万人）を上回り、700万人を超える見込

みである。主要ホテルは、入域観光客数の増加か

ら客室稼働率、売上高が前年を上回り、好調に推

移した。主要観光施設の入場者数は好調な動きと

なり、ゴルフ場の入場者数は台風の影響を受けた

ものの全体では堅調に推移した。

　雇用情勢は、改善傾向が続いた。就業者数が増

加し、完全失業率も改善した。また、求人数は医

療・福祉、宿泊業、飲食サービス業など多くの業

種で増加し、これに伴い有効求人倍率も上昇した。

企業倒産については、金融機関が引き続き中小企

業の借入返済猶予などに対応していることなどか

ら件数は78件と前年を１件下回った。負債総額

は、前年比74.7％減の101億1,200万円で景気拡

大や大型倒産が多く発生していた反動により、前

年を下回った。

2014年の回顧

県内経済の概況 
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沖縄県経済2014年の回顧と2015年の展望

1. 個人消費

好調な中、一部で弱い動き

　14年の個人消費は、百貨店・スーパー

売上高や耐久消費財の新車販売台数は前

年を上回ったが、電気製品卸売販売額が

前年を下回り、総じてみると好調な中、

一部で弱い動きとなった。

　百貨店・スーパー売上高は、１～３月

期は消費税増税に伴う駆け込み需要によ

り前年同期比7.8％増と大幅に増加した。

４月は増税の反動により消費活動が一時

的に鈍化したが、５月には回復の動きと

なった。７～９月期以降は食料品を中心

に好調に推移し、既存店、全店ベースと

もに前年を上回る見込み（図表１）。

　耐久消費財では、新車販売台数は、消

費税増税前の駆け込み需要により１～３

月期は増加した。４月以降は、普通自動

車が増税の反動で弱い動きになったもの

の、軽自動車は新型車投入効果などによ

り堅調に推移し、前年を上回る見込み。

電気製品卸売販売額は、消費税増税前の

駆け込み需要により３月までは好調に推

移したが、消費税増税後の反動や太陽光

発電システムの接続可能量超過に伴う接

続問題の影響などから前年を下回る見込

みである（図表２）。

　個人消費を取り巻く環境をみると、所

得環境（事業規模30人以上）は、名目賃

金の上昇が消費者物価の上昇に追いつか

ず、実質賃金は前年を下回る見込み。消

費者物価（沖縄県、総合）は「食料」

「交通・通信」などが前年を上回り、上

昇となる見込みである（図表３）。

図表１．百貨店・スーパー売上高の動向

図表２．耐久消費財の動向

図表３．実質賃金の動向
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2. 建設関連

好調な動き

　14年の建設関連は、公共工事が沖縄振

興予算の増加などから前年を上回り、民

間工事は、住宅着工が高水準を維持した。

また、建築着工も大型案件などから前年

を上回り、全体では好調な動きとなった。

　公共工事は沖縄振興予算が増加したこ

とから前年を上回って推移する見込みで

ある。発注者別では、市町村が前年を下

回ったが、国が那覇空港滑走路増設工事

などにより前年を上回り、県も前年を上

回る見込みである（図表４）。

　新設住宅着工戸数は、貸家の旺盛な建

築需要から高水準を維持し、好調な動き

となった。持家、分譲は前年の消費税増

税前の駆け込み需要の反動減がみられ、

落ち着いた動きとなった。一方、貸家は

同様に反動減がみられたものの、人口・

世帯数の増加を背景とした需要や相続税

増税（基礎控除縮小）を見越した動き、

金融機関の低金利の継続などから、高水

準となり、前年に引き続き、年間では１

万戸以上の着工数となる見込みである

（図表５）。

　建築着工床面積（非居住用）は、大型

案件や企業の建設投資意欲の高まりなど

から、堅調に推移した。特に年前半には

大型商業施設や病院の建築などから前年

を大幅に上回った。年後半には消費税増

税に伴う駆け込み需要の反動減がみられ

たものの、企業の建設投資意欲が高水準

にあることなどから、概ね堅調に推移し

た（図表６）。

図表４．公共工事請負金額（発注者別）の動向

図表５．新設住宅着工戸数の動向

図表６．建築着工床面積の動向
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沖縄県経済2014年の回顧と2015年の展望

3. 観光関連

好調な動き

　14年の観光関連は、円安を背景に主に

外国客が増加したことなどから好調な動

きとなった。

　円安に加え那覇空港の新国際線旅客タ

ーミナルビルやクルーズ船ターミナルの

運用開始などから入域観光客数が増加し、

主要ホテルでは外国客の旺盛な旅行需要

を背景に客室稼働率、売上高が前年を上

回った。

　入域観光客数は、1～11月で前年同月

比10.3％増の650.7万人となっており、

暦年で過去最高だった前年（641.3万

人）を上回り700万人突破が確実視され

ている。路線別でみると国内では東京、

国外では台湾、韓国、中国などのアジア

圏を中心に増加した。空路では機材の大

型化、航空路線の拡充、海路ではクルー

ズ船寄航の増加などにより、入域観光客

における外国客の構成比が高まった（図

表７）。

　主要ホテルは、昨年に引き続き新設ホ

テルの開業が相次いだ。宿泊収入、販売

客室数は那覇市内、リゾートいずれも前

年を上回る見込みである。客室単価は、

那覇市内は好調に推移した。リゾートホ

テルは、後半は好調に推移した（図表

８）。

　主要観光施設の入場者数は好調に推移

した。ゴルフ場の入場者数は、夏場に台

風の影響を受けたが、価格設定の見直し

や県外客の増加などを背景に全体では堅

調に推移した（図表９）。

図表７．入域観光客数の動向

図表８．主要ホテル宿泊収入の動向

図表９．主要観光施設・ゴルフ場入場者数の動向
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4. 雇用

雇用情勢は改善傾向が続く

　14年の雇用情勢は、求人数の増加に伴

い単月の有効求人倍率が本土復帰後最高

値の0.77倍を記録し、就業者数も増加し

たことで改善傾向が続いた。

　完全失業率（季調値）は、5.5％となり、

前年の5.8％より改善する見込みである。

就業者数は、運輸業、郵便業、建設業、

学術研究、専門・技術サービス業などで

減少したものの、卸売業・小売業、公務、

教育、学習支援業、複合サービス業、医

療・福祉などの業種で増加したことから

全体では前年を上回る見込みである（図

表10）。

　日銀短観による企業の雇用人員に対す

る過不足判断をみると、製造業、非製造

業ともに不足超となっており、足元では

マイナス25ポイントと大幅な不足感がみ

られる（図表11）。

　特に、好調な入域観光客を背景に宿泊

業や飲食サービス業などを中心に幅広い

業種で人手不足が広がった。

　労働需給の動向をみると、求人数は、

医療・福祉、宿泊業、飲食サービス業、

運輸業・郵便業、生活関連サービス業・

娯楽業など多くの業種で増加したことか

ら前年を上回る見込みである。また、有

効求人倍率は、求人数の増加に伴い上昇

する見込みである（図表12）。

図表10．完全失業率、就業者数の推移

図表11．雇用者数、企業の雇用人員判断の動向

図表12．求人、求職、有効求人倍率の推移
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沖縄県経済2014年の回顧と2015年の展望

5. 企業動向

業況は改善、設備投資は堅調　　　　

　14年の県内企業の動向は、設備投資

が堅調な動きを続け、倒産件数は前年

に引き続き低い水準で推移した。

　県内主要企業の業況は、日銀短観の

業況判断ＤＩの直近の調査（14年12

月）によると、サービス、飲食店・宿

泊などで「良い」超幅が大幅に拡大し

たほか、全業種でも企業の業況感は好

調に推移した。年を通してもみても４

回の短観全てにおいて全国で唯一20％

ポイントを超え、高水準を維持した。

また、企業の資金繰りも、「良い」超

が拡大し改善が続いた（図表13）。

　このような状況下、14年度の県内主

要企業の設備投資計画（14年9月調査）

をみると、製造業（32.8％増）では食

料品などで前年を上回ったが、ウエイ

トの大きい非製造業（14.0％減）で電

力・ガスが増加したものの、卸・小売

や運輸での大型設備投資の一段落、サ

ービスでの消費税増税前の駆け込み需

要の反動減などがみられたことから前

年を下回り、全産業（14.7％減）にお

いても前年を下回った（図表14）。た

だし、設備投資計画の保有率は７割超

と投資マインドは高まっている。

　企業倒産は、件数は78件（1.3％減）

と前年より１件減少した。負債総額は、

101億1,200万円で景気拡大や大型倒産

が多く発生していた前年の反動などに

より、前年比74.7％の減少と過去２番

目に低い水準となった（図表15）。

図表13．業況判断、資金繰り判断の推移

図表14．設備投資の動向

図表15．企業倒産件数の推移
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拡大の動きが強まる

　2015年の国内経済は、前年10月の消費税増

税の先送りや金融緩和政策の継続、４月の消

費税増税後の景気の弱含みに対応する補正予

算執行などから特に個人消費が再活性化され、

回復の足取りが確かなものとなろう。

　県内経済を展望すると、消費関連が人口・

世帯数や新設店効果などから好調に推移する

ものとみられ、観光も景気回復や外国客の旺

盛な旅行需要などから好調に推移するものと

みられる。また、建設関連も公共工事におけ

る大型案件の本格稼働などから概ね好調な動

きになることが見込まれ、全体として拡大の

動きが強まって推移するものとみられる。

　個人消費は、好調な動きになるものとみら

れる。スーパー・百貨店売上高は、人口・世

帯数の増加に加え、大型商業施設の開業や店

舗リニューアル効果などにより好調に推移す

るとみられる。また、外国人観光客に対する

免税対象品目の拡充効果などもプラスに寄与

しよう。耐久消費財については、新車販売台

数は、新型車投入効果などから堅調な動きを

続け、家電製品卸売は、年前半は太陽光発電

システムの需要減少が影響し、弱い動きにな

ることが予想されるが、一巡する年後半は堅

調な動きになるものとみられる。

　個人消費を取り巻く環境についてみると、

人口・世帯数の増加や名目賃金が上昇を続け

るとみられることなどから消費マインドが向

上するものとみられる。

　建設関連は、公共工事は前年比減少が予想

されるものの比較的高水準を維持し、民間工

事は新設住宅が貸家の建築需要や企業の設備

投資意欲が高いことなどから、全体では概ね

好調な動きとなることが見込まれる。

　公共工事は、沖縄振興予算が前年度（3,460

億円）を下回ることが予想されるものの、既

往の那覇空港滑走路増設工事やモノレール延

伸工事といった大型案件の遂行に必要な予算

額は投じられると予想されることから、好調

を維持するものとみられる。民間工事では、

住宅着工は持家、分譲において人口・世帯数

の増加を背景とした需要や住宅ローン低金利、

税制優遇などの後押しが見込まれ、貸家の建

築需要も引き続き見込まれることから堅調に

推移するものとみられる。また、非居住用は

景気の拡大から企業の設備投資意欲も高水準

を維持することが見込まれ、堅調に推移する

ものとみられる。

　観光関連は、引き続き好調に推移すること

が予想される。入域観光客数は、景気回復や

外国客の旺盛な旅行需要を背景に前年を上回

るとみられる。国内客は、航空路線の拡充や

ＬＣＣの下支え、円安に伴い割高感のある海

外旅行から国内旅行へ需要がシフトしている

ことなどに加え、国内景気の回復などから前

年を上回って推移しよう。外国客は、円安に

加え航空路線の拡充やクルーズ船寄航の増加

などによりさらに前年を上回ることが予想さ

れる。また、小売業の免税対応が外国客の増

加を促すものとみられる。ホテルは、入域観

光客数が前年を上回ることから売上高の増加

が見込まれる。15年以降も大型ホテルの新規

開業が予定されており、観光産業の更なる発

展が期待される。08年のリーマンショック以

降下降傾向であった客室単価は14年後半から

2015年の展望
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ようやく持ち直しの動きとなった。15年はさ

らに客室単価上昇の機運が高まり、那覇市内、

リゾートともに単価上昇が見込まれる。主要

観光施設の入場者数は、外国客の旺盛な旅行

需要を背景にさらなる増加が見込まれる。観

光関連における今後の課題として、観光客一

人当たりの県内消費額の増加など質の面での

対応、季節によりばらつきがみられる観光客

数のボトム期の底上げ、宿泊施設における人

手不足への対応などが挙げられよう。

　雇用情勢は、改善が続くものとみられる。

公共工事や民間企業の設備投資が活発となる

ことや観光産業などが引き続き好調に推移す

る見込みであることなどから、雇用情勢は回

復基調が続くと予想される。

　企業倒産は、引き続き県内経済も拡大が見

込まれることなどから、落ち着いた動きで推

移するとみられる。

（以上）

沖縄県経済2014年の回顧と2015年の展望
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特
集

2014年の沖縄県経済の動向（付表）
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●りゅうぎん調査●

　11月の県内景気をみると、消費関連では、百貨店は催事や販促効果などから増加し、

スーパーは食料品の増加から前年を上回った。耐久消費財では、新車販売は軽自動車の

新型車投入効果などから前年を上回ったが、電気製品卸売は太陽光発電システム需要

の減少により前年を下回った。

　建設関連では、公共工事は県や市町村発注工事の減少から前年を下回った。新設住宅

着工戸数（10月）は、消費税増税前の駆け込み需要による反動から前年を下回った。建設

受注は、民間工事の増加から前年を上回った。

　観光関連では、入域観光客数は国内客、外国客ともに増加し引き続き前年を上回った。

主要ホテルも稼働率、売上高、宿泊客室単価ともに前年を上回った。

　総じてみると、観光関連が好調に推移し、消費関連、建設関連も概ね好調なことから、

県内景気は拡大の動きが強まっている。

景気は、拡大の動きが強まる　

消費関連では、新車販売が前年を上回る

観光関連では、入域観光客が前年を上回る　

県 内 の

景気
動向

概況 2014年11月
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消費関連
　百貨店売上高は、食料品は催事内容の拡充、衣料品は販促効果などにより増加し、７カ月連続で前年
を上回った。スーパー売上高は、衣料品は減少したが、食料品は生鮮食品の売上が好調だったことなど
から増加し、５カ月連続で前年を上回った。新車販売は、軽自動車の新型車投入効果などにより２カ月
ぶりに前年を上回った。電気製品卸売販売額は、太陽光発電システムの需要の減少などにより８カ月連
続で前年を下回った。
　先行きは、一部の耐久消費財は弱含むものの、全般では好調に推移するものとみられる。

　公共工事請負金額は、県、市町村発注工事が減少したことから２カ月連続で前年を下回った。建築着
工床面積（10月）は、４カ月連続で前年を下回った。新設住宅着工戸数（10月）は、概ね堅調な水準となっ
たものの、前年の消費税増税前の駆け込み需要の反動から４カ月連続で前年を下回った。県内主要建設
会社の受注額は、民間工事が大幅に増加したことから５カ月ぶりに前年を上回った。建設資材関連では、
セメント、生コンともに公共工事向け出荷の増加などから前年を上回った。鋼材は前年の消費税増税前
の駆け込み需要の反動から前年を下回り、木材は、住宅建築関連工事向け出荷などから引き続き前年を
上回った。
　先行きは、新設住宅着工が前年の消費税増税前の駆け込み需要の反動減が続くものの、公共工事の増
加から、概ね好調な動きが続くものとみられる。

建設関連

　入域観光客数は、26カ月連続で前年を上回った。国内客、外国客ともに増加し、国内客は13カ月連続で、
外国客は16カ月連続で前年を上回った。方面別では東京、関西、韓国などからの入域が観光客数増加に
寄与した。
　県内主要ホテルは、稼働率、売上高、宿泊収入ともに前年を上回った。宿泊客室単価についても、前年
を上回っている。主要観光施設入場者数は９カ月連続で前年を上回った。ゴルフ場は、入場者数が６カ
月ぶりに増加し、売上高は２カ月連続で増加した。
　先行きは、外国客を中心とした旺盛な旅行需要を背景に好調に推移するとみられる。

観光関連

　新規求人数は、前年同月比2.7％減と６カ月ぶりに減少し、有効求人倍率（季調値）は、0.77倍と復帰後
最高値を更新し、５カ月連続の0.7倍台となった。産業別にみると、医療・福祉、学術研究、専門・技術サー
ビス業などは増加したが、宿泊業・飲食サービス業、サービス業などで減少した。完全失業率（季調値）は
5.6％と前月より0.3％ポイント悪化した。
　消費者物価指数（総合）は、食料や交通・通信などの上昇により前年同月比2.5％増と18カ月連続で前
年を上回った。
　企業倒産は、件数が８件で前年同月比３件増となった。負債総額は、４億8,700万円となり、同16.2％
の増加だった。

雇用関連・その他

加から、概ね好調

　入入域観域 光客数
外国客は16カ月
寄与した

　先行きは、一部

　公公共共工事請負
工床面積（10月）
たものの 前年の

　百百貨貨店売上高
を上回った。スー
から増加し ５カ

消

費

関

連

建

設

関

連

観

光

関

連

そ

の

他

県内の景気動向りゅうぎん調査　　　　　　　　　　　　　　　　　
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（注1） 公共工事請負金額は西日本建設業保証株式会社沖縄支店調べ。建築着工床面積、新設住宅着工戸数は国土交通省調べ。

県内新規求人数、有効求人倍率は沖縄労働局調べ。入域観光客数、消費者物価指数は沖縄県調べ。

企業倒産件数は東京商工リサーチ沖縄支店調べ。Ｐは速報値。

（注2） 百貨店は、2014年９月より調査先が一部変更となった。

（注3） 2012年５月より外国客の入域観光客数を掲載した。

（注4） 主要ホテルは、2014年10月より調査先を25ホテルから27ホテルとした。

（注5） 企業倒産の前年同月差は、月平均の前年同月差。

2014.11 りゅうぎん調査

2014.9－2014.11
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項目別グラフ　単月 2014.11

項目別グラフ　3カ月 2014.9～2014.11

（注） 広告収入は14年10月分。数値は前年比（％）。
　　 ホテル稼働率（％ポイント）、企業倒産件数（件）は前年差。

（注） 広告収入は14年8月～10月分。数値は前年比（％）。
　　 ホテル稼働率（％ポイント）は前年差。企業倒産件数（件）は月平均の前年差。
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消費関連

７カ月連続で増加 
・百貨店売上高は、前年同月比15.2％増と７
カ月連続で前年を上回った。食料品は催
事内容の拡充、衣料品は販促効果などに
より来店客数が増え、売上が増加した。身
の回り品や家庭用品・その他も増加した。
前年に比べ休日数が多かったことや外国
人旅行客の免税対象商品の拡大効果、競
合店閉店による客数の増加も売上に影響
を与えた。
・品目別にみると、食料品（同15.9％増）、衣
料品（同4.0％増）、家庭用品・その他（同
27.3％増）、身の回り品（同28.1％増）とな
り、すべての項目で増加した。

（注）2014年9月より調査先百貨店が一部変更となった。

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：沖縄県自動車販売協会

1 百貨店売上高（前年同月比）

2 スーパー売上高（前年同月比）

全店ベースは５カ月連続で増加  
・スーパー売上高は、既存店ベースでは前

年同月比2.9％増と５カ月連続で前年を上

回った。

・衣料品は、前年よりも気温が高めに推移

したことから季節商材の動きが鈍く同

1.7％減となったが、食料品は前年よりも

休日数が２日多かったことや精肉を中心

に生鮮食品の売れ行きが好調だったこと

などから同3.4％増となった。家電を含む

住居関連は同2.7％増だった。

・全店ベースでは、3.3％増と５カ月連続で

前年を上回った。

出所：りゅうぎん総合研究所

２カ月ぶりに増加
・新車販売台数は3,554台となり、前年同月

比5.9％増と２カ月ぶりに前年を上回った。

普通自動車は前年を下回ったが、軽自動

車は、新型車投入効果などにより前年を

上回った。貨物車・その他も前年を上回っ

た。

・普通自動車（登録車）は1,155台（同7.3％

減）で、うち普通乗用車は293台（同29.2％

減）、小型乗用車は629台（同3.5％減）で

あった。軽自動車（届出車）は2,399台（同

13.7％増）で、うち軽乗用車は1,957台（同

14.0％増）であった。

3 新車販売台数 （前年同月比）

※棒グラフは品目別寄与度

※棒グラフは車種別寄与度
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出所：沖縄県中古自動車販売協会　※登録ベース

出所：りゅうぎん総合研究所　（注）2010年4月より調査先が7社から4社となった。

4 中古自動車販売台数【登録ベース】

２カ月連続で減少
・中古自動車販売台数（普通自動車及び軽

自動車の合計、登録ベース）は1万5,008台

で前年同月比3.6％減と２カ月連続で前

年を下回った。

・内訳では、普通自動車は5,898台（同4.7％

減）、軽自動車は9,110台（同2.8％減）と

なった。

８カ月連続で減少
・電気製品卸売販売額は、太陽光発電システ

ムの需要の減少などから前年同月比

26.9％減と８カ月連続で前年を下回った。

・品目別にみると、AV商品ではテレビが同

14.9％減、DVDレコーダーが同8.6％減、白

物では洗濯機が同13.2％増、冷蔵庫が同

4.0％減、エアコンが同29.1％減、太陽光発

電システムを含むその他は同34.6％減と

なった。

5 電気製品卸売販売額（前年同月比）

※棒グラフは車種別寄与度

※棒グラフは品目別寄与度
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建設関連
２カ月連続で減少
・公共工事請負金額は、175億1,200万円で

前年同月比11.9％減となり、県、市町村発

注工事が減少したことから２カ月連続

で前年を下回った。

・発注者別では、国（同71.0％増）が増加し、

県（同36.2％減）、市町村（同14.8％減）、独

立行政法人等・その他（同56.7％減）が減

少した。

・大型工事としては、名護東道路３号トン

ネル工事、大宜味村立小学校・中学校校

舎建築工事、伊是名中学校校舎新築工事

などがあった。

出所：西日本建設業保証株式会社沖縄支店

出所：国土交通省

1 公共工事請負金額（前年同月比）

2 建築着工床面積（前年同月比）

４カ月連続で減少
・建築着工床面積（10月）は12万6,448㎡と

なり、前年同月比35.4％減と４カ月連続

で前年を下回った。用途別では、居住用

は同39.0％減、非居住用は同28.8％減と

ともに減少した。消費税増税前の駆け込

み需要による反動などから減少した。

・建築着工床面積を用途別（大分類）にみ

ると、居住用では、居住専用、居住産業併

用が減少した。非居住用では、飲食店・宿

泊業用などが増加し、医療、福祉用、教育

学習支援業用などが減少した。
出所：国土交通省

４カ月連続で減少
・新設住宅着工戸数（10月）は1,018戸とな

り、前年の消費税増税前の駆け込み需要

の反動により、前年同月比35.6％減と４

カ月連続で前年を下回った。前年比減少

したものの、着工数は貸家の建築需要な

どから概ね堅調な水準であった。

・利用関係別では、貸家が同35.7％減（672

戸）、持家が同38.3％減（254戸）、分譲が

同25.2％減（89戸）、給与が同25.0％減（３

戸）とともに減少した。

3 新設住宅着工戸数 （前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

※棒グラフは用途別寄与度

※棒グラフは利用関係別寄与度
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出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 建設受注額 （前年同月比）

５カ月ぶりに増加　　
・建設受注額（調査先建設会社：20社）は、

民間工事が大幅に増加したことから、

前年同月比27.3％増と５カ月ぶりに

前年を上回った。

・発注者別では、公共工事（同14.1％減）

は３カ月連続で減少し、民間工事（同

56.6％増）は５カ月ぶりに増加した。

セメントは13カ月連続で増加、
生コンは３カ月連続で増加
・セメント出荷量は９万3,268トンと、公共
工事向け出荷の増加などから前年同月
比14.4％増となり13カ月連続で前年を上
回った。
・生コン出荷量は、18万893㎥で同0.2％増
となり、分譲マンションや戸建て住宅向
け出荷は減少したものの、公共工事向け
出荷が増加したことから、３カ月連続で
前年を上回った。
・生コン出荷量を出荷先別にみると、公共
工事では、防衛省関連や庁舎関連工事向
け出荷などが増加し、空港関連工事向け
出荷などが減少した。民間工事では、商
業施設関連工事向けなどが増加し、分譲
マンションや戸建て住宅関連工事向け
出荷などが減少した。

鋼材は23カ月ぶりに減少、
木材は７カ月連続で増加
・鋼材売上高は、前年の消費税増税前の駆

け込み需要による反動から減少し、前年

同月比8.6％減と23カ月ぶりに前年を下

回った。

・木材売上高は、住宅建築関連向け出荷な

どから、同12.5％増と７カ月連続で前年

を上回った。

5 セメント・生コン（前年同月比）

6 鋼材・木材 （前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度
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26カ月連続で増加
・11月の入域観光客数は、前年同月比9.9％
増の56万4,500人と、26カ月連続で前年を
上回った。国内客、外国客ともに増加し、う
ち国内客は、同5.8％増の50万8,100人とな
り13カ月連続で前年を上回った。

・路線別でみると、空路は国内客、外国客と
もに増加し、55万4,800人（同9.4％増）と26
カ月連続で前年を上回った。海路は外国客
が減少したが、国内客は増加し、9,700人
（同47.0％増）と16カ月連続で前年を上
回った。

出所：沖縄県観光政策課

1 入域観光客数（実数、前年同月比）

2 入域観光客数【外国客】（実数、前年同月比）

16カ月連続で増加
・11月の入域観光客数（外国客）は、航空路

線拡充などから前年同月比68.4％増の５

万6,400人となり、16カ月連続で前年を上

回った。

・国籍別では、台湾１万7,200人（同79.2％

増）、韓国1万5,100人（同122.1％増）、中国

本土7,300人(同43.1％増) 、香港9,100人

（同30.0％増）、アメリカ・その他7,700人

(同54.0％増)であった

出所：沖縄県観光政策課

3 主要ホテル稼働率・売上高（実数、前年同月比）

稼働率は３カ月連続で上昇、
売上高は12カ月連続で増加
・主要ホテルは、客室稼働率は73.1％となり、
前年同月比3.3％ポイント上昇し、３カ月
連続で前年を上回った。売上高は同8.5％
増と12カ月連続で前年を上回った。

・那覇市内ホテルは、客室稼働率は80.3％と
同2.8％ポイント上昇し23カ月連続で前年
を上回り、売上高は同10.7％増と12カ月連
続で前年を上回った。リゾート型ホテルは、
客室稼働率は69.1％と同3.6％ポイント上
昇し３カ月連続で前年を上回り、売上高は
同7.2％増と３カ月連続で前年を上回った。

出所：りゅうぎん総合研究所　（注）14年10月より調査先を25ホテルから27ホテルとした。
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出所：りゅうぎん総合研究所　（注）14年10月より調査先を25ホテルから27ホテルとした。

９カ月連続で増加
・主要ホテル売上高のうち宿泊収入は、販

売客室数（数量要因）、宿泊客室単価（価

格要因）ともに増加したことから、前年

同月比8.4％増と９カ月連続で前年を上

回った。

・那覇市内ホテルは、販売客室数、宿泊客

室単価ともに増加し、同9.4％増と９カ月

連続で前年を上回った。リゾート型ホテ

ルは、販売客室数、宿泊客室単価ともに

増加し、同8.0％増と３カ月連続で前年を

上回った。

4 主要ホテル宿泊収入 （前年同月比） ※棒グラフは客室数・単価別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

5 主要観光施設の入場者数（前年同月比）

９カ月連続で増加
・主要観光施設の入場者数は、外国客の

増加や一部施設における開園時間の

延長などから前年同月比13.2％増とな

り、９カ月連続で前年を上回った。

入場者数は６カ月ぶりに増加、
売上高は２カ月連続で増加
・主要ゴルフ場の入場者数は、前年同月

比4.5％増と６カ月ぶりに前年を上回っ

た。県外客、県内客それぞれ増加した。

・売上高は同7.9％増と２カ月連続で前年

を上回った。

6 主要ゴルフ場入場者数・売上高（前年同月比）
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雇用関連・その他
新規求人数は減少、
有効求人倍率（季調値）は上昇
・新規求人数は、前年同月比2.7％減となり６

カ月ぶりに減少した。産業別にみると、医

療・福祉、学術研究、専門・技術サービス業な

どは増加したが、宿泊業・飲食サービス業、

サービス業などで減少した。有効求人倍率

（季調値）は、0.77倍と復帰後最高値を更新

し、５カ月連続の0.7倍台となった。

・労働力人口は69万4,000人で前年同数とな

り、就業者数は65万8,000人で同0.5％減と

なった。完全失業者数は３万6,000人で同

9.1％増となり、完全失業率（季調値）は5.6％

と前月より0.3％ポイント悪化した。

出所：沖縄労働局

（注）有効求人倍率は、2013年12月以前の数値について新季節指数へ遡って改訂した。

出所：東京商工リサーチ沖縄支店

1 雇用関連 （新規求人数と有効求人倍率）

2 消費者物価指数【総合】（前年同月比）

18カ月連続で上昇
・消費者物価指数は、前年同月比2.5％増と18

カ月連続で前年を上回った。生鮮食品を除

く総合は同2.7％増と上昇した。消費税増税

の影響により前年を大幅に上回った。

・品目別の動きをみると、食料、交通・通信な

どが上昇した｡

出所：沖縄県（注1）端数処理の関係で寄与度の合計は前年比と一致しないことがある。
　　　　　 （注2）2011年7月より2010年=100に改定された。

件数、負債総額ともに増加
・倒産件数は、８件で前年同月比３件増と

なった。業種別では、サービス業２件（同

２件減）、不動産業１件（同１件増）、運輸

業１件（同１件増）、製造業１件（同１件

増）、情報通信業１件（同１件増）、卸売業

１件（同１件増）、建設業１件（同数）で

あった。

・負債総額は、４億8,700万円となり、同

16.2％の増加だった。

3 企業倒産

※棒グラフは品目別寄与度

県内の景気動向りゅうぎん調査　　　　　　　　　　　　　　　　　
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出所：りゅうぎん総合研究所

4 広告収入【マスコミ】（前年同月比）

10カ月ぶりに減少
・広告収入（マスコミ：10月）は、台風による

イベントの中止などから前年同月比

1.3％減となり、10カ月ぶりに前年を下

回った。

※棒グラフはメディア別寄与度
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出所：沖縄気象台

・平均気温は22.6℃となり、平年（22.1℃)、前

年同月（21.3℃）より高かった。降水量は

49.5ｍｍと前年同月（121.0ｍｍ）より少な

かった。

・沖縄地方の天気は、上旬は高気圧の影響で

晴れた日が多く、中旬は寒気の影響で曇り

や雨の日が多かった。下旬の天気は数日の

周期で変化し、気温はかなり高く推移した。

気象：平均気温・降水量【那覇】参考

53



学びバンク

54

　IFRSとは、ロンドンに在る国際会計基準審議会
が設定する会計基準の総称です。企業活動が世界中
に広がる中、企業へ投資する投資家のグローバル化
も大きく進んでいます。こうした中、会計基準が国
ごとにばらばらで、会計情報を手間ヒマかけて比
較・分析していたのでは投資家にとって非効率とい
うことで、国際的な会計基準統一化が望まれるよう
になったものです。
　既に欧州連合（EU）では 2005 年、域内上場
企業に IFRS適用を義務付けており、現在適用強制
国（容認国含め）は110カ国以上にまで拡大しま
した。日本でも、金融庁は国内市場への投資呼び込
みに対する危機感から、日本会計基準を IFRSに近
づける方針を打ち出しています。
　しかし、日本と IFRSとの会計基準の項目相違、
また ( 震災後の影響もあり ) 新基準導入コストが過
大なこと、等が大きな障壁となり強制適用の是非に
ついては未だ結論が出ていません。
　昨年、金融庁が IFRS任意適用要件を緩和させた
ことにより、任意適用する企業も増加しましたが、
それでも適用予定を含めても約40社程度に留まっ
ています。
　円安効果による最近の訪日外国人の急増や技術大
国と称された日本の高い産業競争力等をみても、日
本市場には海外の投資家を魅了するような資源は潤
沢にあると思われます。グローバル化が進む中、国
際基準の導入が想定される企業や会計関連業界にと
り、そのメリットを活かすことが望まれます。

　「景気」は和歌の批評において情を表す言葉として
用いられ、景色・雰囲気などの意味合いで使われます。
一般には、経済用語として「全体的な商いの良しあし」
で使われています。景気は上昇と下降を繰り返しま
すが、企業活動においては景気の現状及び将来の上
昇と下降を予想することが大切になります。
　先行きの景気が上昇すると予想すれば、収益機会
と捉えて雇用や設備投資を行い､ 下降すると予想す
れば新規の設備投資を控え減産等を行い収益減少に
備えます。
　景気判断には、個人消費・企業活動・雇用といっ
た視点から各経済指標を見ることが重要です。代表
的指標に、日本銀行が経営者約1万人に業況感を
アンケートする「企業短期経済観測調査（短観）」
があります。年に4回実施されます。設備投資や
業績等の実績・計画の計数調査と、業況について「良
い」が「悪い」をどの程度上回っているかを見る判
断調査（いわゆる業況判断DI）を行っています。
　他には、内閣府の景気動向指数があります。これ
は生産､ 雇用､ 消費等景気の動きを反映するデータ
を3カ月前と比べ、将来を予測します。景気に先
行して動く先行指数､ 一致して動く一致指数、一致
計数の事後的な確認に用いる遅行指数があります。
それぞれを 3カ月前と比べて良しあしを算出し、
良いの割合が50%を超えれば景気が良いと判断し
ます。
　これらの景気判断調査は、経営者のみならずサラ
リーマンにも役立つ情報で、ライフプラン作成時の
ツールになっています。

景気をつかむ 国際会計基準（IFRS）

琉球銀行　小禄支店長
宇江城　進

琉球銀行リスク統括部　調査役
真喜志　百穂

日銀短観（業況判断DI 推移） IFRS導入メリット

出所：日本銀行 HP

各指標　将来計画に活用 国際化する投資に対応



沖縄タイムスに掲載のコラム
[注：所属部署、　役職は執筆時のものです。  ]

りゅうぎん調査　学びバンク
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　「事業計画」は単なる将来の予測では意味がない
ものになります。まずは計画策定の目的をしっかり
押さえることが大切です。新規事業立上げのため、
経営不振脱却のため、今後の自社の方針を固めるた
め、など明確な目的に沿った内容であるべきです。
　計画策定に先立って重要なのは現状把握です。外
的環境としては景気や法改正、業界動向がどう推移
してきたのか。内的環境として自社の強み・弱みは
何か、多角経営であればコアとなる事業は何か、不
採算部門はないか、経営陣・従業員の意思共有は図
られているか、などです。
　経営者の頭の中では何となく把握しているかもし
れませんが、これらを明文化することで課題を認識
でき、先に述べた計画策定の目的達成のための方向
性が定まってきます。これらの分析作業や明文化作
業には中小企業診断士等の専門家の活用も有益で
す。
　その上で、目的を達成するための具体的施策、数
値目標や行動計画を決めていきます。行動計画では
目的達成に向けて「誰が、いつまでに、何を」行う
かをスケジューリングし、関係者全員で共有化する
ことが必要です。
　計画策定後のフォローアップも重要です。絵に描
いた餅に終わらせてはいきません。進捗状況、達成
度合いを常に意識することが目的達成につながりま
す。
　年の瀬でもあり、今年を振り返ると同時に新年に
向けて、自社の事業計画を考えてみるのはいかがで
しょう。

　最近「ビッグデータ」という語をよく耳にします。
その定義にはさまざまあり、米国の調査会社ガイト
ナーは「volume ＝量が多い」「velocity ＝速度・
頻度が高い」「variety ＝種類が多い」という三つ
のＶを特性としてあげています。また、コンサルタ
ントの海部美知氏は「人間の頭脳で扱える範囲を超
えた膨大な量のデ－タを処理・分析して活用する仕
組み」と説明しています。
　これを利用した代表的なサ－ビスは、インター
ネットを利用したときに表示される「あなたにおす
すめの商品」です。ユーザーの検索履歴等をグ－グ
ルなどの検索サイトの持つ膨大な量のデ－タから分
析してユーザーに商品等を薦めるものです。
　ビッグデ－タの利用は、インターネットの発展
によるクラウド化とインタ－ネット、モバイル、
SNSの普及がその素地となったようです。そして、
これらの電子メ－ル、写真、動画、購買履歴などあ
らゆるデジタル化された情報デ－タを収集・蓄積し
て活用するものです。
　IT 技術の進歩で、ホスティングサ－ビスや、ビッ
グデ－タを扱うためのソフトウェアが利用できるよ
うになり、企業などの関心が高まっています。セン
サーを活用した機械の故障予測や患者の管理、ＳＮ
Ｓ広告の分析、衛星利用測位システム（ＧＰＳ）位
置情報を活用した交通渋滞の緩和、防災対策など幅
広い分野で利用されています。
　しかし、一方では特定の個人情報が入手されるた
めプライバシーの確保が課題として残っています。

ビッグデータ 事業計画のポイント

琉球銀行　浦添支店長
浦崎　永三十

琉球銀行企業支援部　上席調査役
上原　透

ビッグデータを構成する各種データ（例） 事業計画のポイント

出所：総務省 HP

膨大な情報　分析し活用 策定前　まずは現状把握
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122014.

ハイアットホテルズコーポレーション

とケン・コーポレーションが那覇市牧志

に建設中のホテルを「ハイアットリー

ジェンシー那覇沖縄」として開業すると

発表した。ハイアットホテルズは県内初

進出となり、15年７月に開業予定。

第47回衆院選が実施され、沖縄選挙区は

１区で赤嶺政賢氏、２区で照屋寛徳氏、

３区で玉城デニー氏、４区で仲里利信氏

が当選した。４氏はいずれも名護市辺野

古の新基地建設に反対を表明していた。

県内海運業「琉球海運」、国内の大手海運

業「商船三井」、商船三井の沖縄地区代理

店「オゥ・ティ・ケイ」の３社が、那覇港を

起点とした輸出入コンテナ輸送の拡大

を目指し、業務提携した。琉球海運の台

湾航路と商船三井の輸送ネットワーク

を台湾の高雄港で接続させ、物流コスト

の低減、所要時間の短縮を図る。

リウボウ商事が沖縄三越跡地に計画し

ている観光エンターテイメント施設「お

きなわワクワクランド（仮称）」の概要を

発表した。新施設は17年６月までの期間

限定事業で、吉本興業が運営する常設劇

場やお化け屋敷、体験型菓子販売店、ポ

ケモンストアなどが出店する。

東京商工リサーチ沖縄支店の13年度県

内法人企業利益ランキングによると、純

利益２千万円以上の対象企業は前年度

比46社増の633社で、５年連続の過去最

多となった。利益総額は10.3％増の932

億2,389万円で過去最高、１社当たりの

利益額は１億4,727万円だった。

沖縄都市モノレールの延長事業に伴う

新設駅名が「石嶺駅」「経塚駅」「浦添前田

駅」「てだこ浦西駅」に決定した。同事業

は、首里駅から4.1キロメートル延長さ

れる計画で、19年春の開業を目指す。

12.３

12.14

12.18

12.23

12.26

12.26

セブンイレブン・ジャパンが外国人旅行

客を対象とした免税品目拡大を受けて、

免税サービスを開始した。実施店は、東

京都の「浅草雷門前店」と京都府の「西院

駅南店」の２店舗で導入。今後も観光地

の店舗を中心に免税サービスの拡大を

図る。

２年ぶりとなる第47回衆院選が行われ、

自民・公明両党が全体の３分の２にあた

る326議席を獲得した。３分の２を超え

る議席を確保したことで、参院で否決さ

れた法案を再可決することが可能と

なった。

日銀の短期経済観測調査（12月）による

と、大企業製造業の業況判断指数が前回

調査から１ポイント悪化のプラス12と

なり、２四半期ぶりに悪化した。先行き

DIもプラス９で、３ポイントの悪化と

なった。一方、非製造業は３ポイント増

加のプラス16で、先行きDIは１ポイント

悪化のプラス15だった。

総務省の労働力調査（11月）によると、非

正規労働者数は前年同月比48万人増の

2012万人となった。非正規労働者数の

統計を取り始めた1984年以降、2000万

人を超えたのは初となる。役員を除く雇

用者全体に占める割合は38.0％であっ

た。

日本郵政グループが「日本郵政」、「ゆう

ちょ銀行」、「かんぽ生命保険」の３社を

同時に東京証券取引所へ株式上場する

計画を発表した。上場時期については、

来年半ば以降を目指す。

政府が「地方への好循環拡大に向けた緊

急経済対策」を閣議決定した。政策内容

は、「家計や中小企業支援」に約１兆２千

億円、「地方活性化」に約６千億円、「災害

復旧・震災復興加速」に約１兆７千億円

と、総額約３兆５千億円を投じる計画。

12.1

12.14

12.15

12.26

12.26

12.27

沖　　縄 全国・海外

ECONOMIC DIARY 

【経済日誌　　　　　　　　　　】　

ECONOMIC DIARY 　　　　　　　　【経済日誌】

沖縄×日本全国・海外
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沖縄県内の主要経済指標   vo l .1

沖縄県内の主要経済指標

注) 百貨店売上高は、2014年９月より調査先が一部変更となった。泡盛出荷量の2014年6月は未公表。

注) 新車販売台数の出所は沖縄県自動車販売協会、泡盛出荷量は沖縄県酒造組合。

注）入域観光客数は、2011年以降の数値について混在率の変更により遡及修正した。 Ｐは速報値。

注）観光施設入場者数は、2011年１月より調査先が６施設から５施設となった。
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沖縄県内の主要経済指標   vo l .2

注) ホテルは、2014年10月より調査先が25ホテルから27ホテルとなった。

注) 2012年5月より外国客の入域観光客数を掲載した。

注) 鉱工業生産指数の暦年値、前年比は原指数の増減率。　2013年11月より2010年＝100に改定された。

注) 消費者物価指数は、2011年7月より2010年＝100に改定された。

注) 失業率と有効求人倍率は、2013年12月以前の数値について新季節指数へ遡って改訂した。
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沖縄県内の金融統計

沖縄県内の金融統計

注) 銀行券増減は、端数調整により一致しない場合がある。

注) 貸出金利は、暦年ベース。

注) 不渡発生率は、不渡実数（金額）÷手形交換高（金額）×100

注)県内金融機関の預金残高は、14年６月分より県内に所在する国内銀行および信用金庫の集計値へ変更になったため遡及改訂した。

　 なお、県内金融機関の預金残高は実質預金（総預金から切手・小切手を差し引いたもの）の集計値で、年度の残高は年度中の平残。



■平成25年

２月（No.520）　経営トップに聞く　医療法人 社団 輔仁会
　
３月（No.521）　経営トップに聞く　北部港運株式会社　
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社海邦商事　

４月（No.522）　RRI's eye　
　　　　　　　成長著しいインドネシア：沖縄との関係深化への期待

５月（No.523）　経営トップに聞く　医療法人杏月会
　　　　　　　特集１　沖縄県の主要経済指標
　　　　　　　特集２　2012年度の沖縄県経済の動向

６月（No.524）　特集　宮古島における野球合宿の経済効果

７月（No.525）　An Entrepreneur　株式会社 Ｚenエンタープライズ
　　　　　　　特集　沖縄県内における2013年プロ野球
　　　　　　　　　　春季キャンプの経済効果

８月（No.526）　経営トップに聞く　株式会社仲本工業
　　　　　　　An Entrepreneur　タイヤランド沖縄　

９月（No.527）　経営トップに聞く　文教楽器株式会社
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社沖縄海星物産
　　　　　　　特集　太陽光発電システムについて

10月（No.528）　経営トップに聞く　株式会社エスアールデザイン
　　　　　　　An Entrepreneur　有限会社ホーセル

11月（No.529）　経営トップに聞く　株式会社アメニティ
　　　　　　　An Entrepreneur　琉球フットボールクラブ株式会社

12月（No.530）　経営トップに聞く　株式会社スタジオチャーリー
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社アースティック那覇

■平成26年

１月（No.531）　経営トップに聞く　沖縄ツーリスト株式会社
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社スペースチャイナ
　　　　　　　特集　沖縄県経済2013年の回顧と2014年の展望

２月（No.532）　経営トップに聞く　株式会社島袋
　　　　　　　An Entrepreneur　有限会社丸玉製菓

３月（No.533）　経営トップに聞く　株式会社レキオス
　　　　　　　An Entrepreneur　農業生産法人株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　アセローラフレッシュ

４月（No.534）　経営トップに聞く　有限会社金武酒造　
　　　　　　　An Entrepreneur　錦屋旗店株式会社

５月（No.535）　経営トップに聞く　株式会社T&T
　　　　　　　An Entrepreneur　有限会社グリーンフィールド
　　　　　　　特集１　沖縄県の主要経済指標
　　　　　　　特集２　2013年度の沖縄県経済の動向

６月（No.536）　経営トップに聞く　沖縄県花卉園芸農業協同組合
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社PBコミュニケーションズ

７月（No.537）　経営トップに聞く　沖縄港運株式会社
　　　　　　　An Entrepreneur　農業生産法人株式会社マルシェ沖縄

８月（No.538）　経営トップに聞く　沖縄テクノクリート株式会社
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社　幸

９月（No.539）　経営トップに聞く　株式会社前田産業
　　　　　　　An Entrepreneur　天妃前まんじゅう「ペーチン屋」
　　　　　　　特集　宮古アイランドロックフェスティバル　
　　　　　　　　　  2014の経済効果

10月（No.540）　経営トップに聞く　株式会社照正組
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社シュガートレイン
　　　　　　　特集　県内女性の社会進出

11月（No.541）　経営トップに聞く　沖縄メディカルグループ
　　　　　　　An Entrepreneur　DIRECT CHINA株式会社
　　　　　　　特集　県内におけるレンタカー需要の動向

12月（No.542）　経営トップに聞く　株式会社新垣通商
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社グラスアート藍

特集レポートバックナンバー

とくとく特典とくとく特典

ポイントサービス
ポイント数に応じてサービスいろいろ！

日頃お世話になっているお客様に対し、毎月のお取引内容をポイント化し、
その合計ポイントに応じて手数料割引または金利優遇等の特典が
受けられるサービスのことをいいます。

ポイントサービスとは！ ポイントサービスのお申
込みがまだの方は、店頭
のポイントサービス申込
み用紙にご記入のうえ、
窓口または郵便にてお申
込み下さい。シルバーコース 50point 以上 ゴールドコース100point以上 エクセレントコース200point 以上

※商品についての詳しいお問い合せは、りゅうぎん窓口かフリーコールまで。

フリー
コール

検 索琉球銀行　ポイントサービス

http：//www.ryugin.co.jp/

ATM時間外
手数料が
（当行ATM利用時のみ）

無料！ 当行本支店間の
振込手数料が
（キャッシュカード使用時のみ）

無料！ スーパー定期の
金利を上乗せ！
（※店頭表示金利＋0.05％）

特典1 特典2 特典3 
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株式会社りゅうぎん総合研究所

〒900-0025　那覇市壺川1丁目1番地9
　　　　　　  りゅうぎん健保会館3階

TEL 835-4650　　FAX 833-3732
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沖縄高速印刷株式会社

〒900-0015 那覇市久茂地1丁目6番3号 琉球リースパーキングビル
TEL 098-863-1808　FAX 098-862-6645　 

琉球総合保険サポート株式
会社

URL：http：//www.rsupport.co.jp

皆様の損害保険、生命保険の安心を提供する

ベストパートナーとして、

これからもよろしくお願いします

損害保険（契約の代理）
大 同 火 災 海 上 保 険 ㈱
東 京 海 上 日 動 火 災 保 険 ㈱
三 井 住 友 海 上 火 災 保 険 ㈱
共 栄 火 災 海 上 保 険 ㈱
損 害 保 険 ジ ャ パ ン 日 本 興 亜 ㈱
あいおいニッセイ同和損害保険㈱
エ ー ス 損 害 保 険 ㈱
セ コ ム 損 害 保 険 ㈱

以上８社の代理店

生命保険（契約の媒介）
日 本 生 命 保 険 　
第 一 生 命 保 険 ㈱
住 友 生 命 保 険 　
ジ ブ ラ ル タ 生 命 保 険 ㈱
明 治 安 田 生 命 保 険 　

富 国 生 命 保 険 　
メ ッ ト ラ イ フ 　 ア リ コ
ア フ ラ ッ ク
オ リ ッ ク ス 生 命 保 険 ㈱
東 京 海 上 日 動 あ ん し ん 生 命 保 険 ㈱
三 井 住 友 海 上 あ い お い 生 命 保 険 ㈱
Ｎ Ｋ Ｓ Ｊ ひ ま わ り 生 命 保 険 ㈱
三井住友海上プライマリー生命保険㈱
ハ ー ト フ ォ ー ド 生 命 保 険㈱
第 一 フ ロ ン テ ィ ア 生 命 保 険 ㈱
ソ ニ ー 生 命 保 険 ㈱
プルデンシャル ジブラルタ ファイナンシャル生命保険 ㈱
ア イ エ ヌ ジ ー 生 命 保 険 ㈱
カ ー デ ィ フ 生 命 保 険 ㈱

以上19社の代理店

相

相

相

相

保険代理店業務




